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報告書刊行に寄せて

天理大学長  橋本 武人

天理大学の「国際参加」プロジエクトは、建学の精神の一環として日ごろ唱導する「他

者への献身」を国際的なスケールで実践し、よつて本学の教育目標として掲げる宗教性
と

国際性を同時に涵養する教育課程である。

本プロジエクトは、 2001年 大震災に見舞われたインド西部地区への救援活動として

3年間続けられ、本年 2004年 より活動の舞台をフイリピンに移して遂行されたもので

ある。もともと災害救援として始まつたとはいえ、インドでのプロジ
エクトは義援金や救

助物資を運び届ける類いのものではなく、貯水のための河川堰の建設や土嚢
ハウスの建築

など、現地の人々が自立復興へ向けて必要とするものを、ともに汗して建設すると
ころに

特色を持たせたものであつた。

このたびのフィリピンにおける活動は、 1999年 ピナツボ火山爆発の被害を蒙つたル

ソン島サンタローサ市及びアンヘレス市周辺で展開された。活動の中心は楽器など学用品

に恵まれない小学校の児童たちにソプラノ
。リコーダーを寄贈し、それを演奏する技術を

教授し、最後に合奏を楽しむというプログラムである。

このプロジエクトに参加したのは 12名 の学生と引率の教員及びスタツフ 3名 の 15名。

まず寄贈するリコーダーを集め、教えるためには自らが演奏技術に磨きをかけ、親密な
コ

ミュニケーシヨンをはかるため片言のフイリピン語を覚えるなど、事前準備も怠りなく、

本年 8月 4日から 16日 までの 13日 間にわたつて実施された。本書はその報告書である。

言葉も習慣も異なる文化圏に人々と実際に接触することによつて、学生達は国際感覚
を

磨くうえで多くのことを学び、現地の人々に喜んでいただける他者
への献身を通して、「人

をたすける心」という宗教的心性の涵養も可能になる。また、貧しくとも純真で屈託
のな

い児童たちとの交わりは、何かにつけ恵まれている自己自身を顧みる体験となり、物質文

明が置き去りにしてきた心の豊かさを取 り戻す契機ともなる。

今はまだ渡航先も限られ、参加人員数にも制限があるが、追い追い活動の範囲を世界
の

各地に広げて、宗教性と国際性を同時に伸ばすこのプロジエクトに、 1人でも多くの学生

諸君が参加できるようにしたいと思う。

終わりに、この「国際参加」プロジエクトの計画実施に当たつて、ご支援ご協力をたま

わつた関係各位のご厚情に対して深甚なる敬意と謝意を表したい。
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報告書刊行に寄せて

天理大学 地域文化研究センター長  井上 昭夫

天理大学再改革に向けて、 2002年 に地域文化研究センターが設けられた。
センター発足と同時に 3本の共同研究とアフガニスタン自立援助プロジェクト、そして「回
際参加」プロジェクトがスター トした。今回のフィリピン・プロジェクトはィンド西部地
震被災地復興活動と称 して行われた 3年間にわたるインドプロジェクトについで第 4回 目
の「国際参加」プロジェクトであった。

インドでは社会人を含む事前研修調査隊 10名、第 1回隊 18名、第 2回隊 15名、第
3回隊 20名、第 2回隊と第 3回隊の間に学生ボランティアで行われた派遣隊 7名を加え
れば、学生 44名、教員 3名、社会人 5名で総計 52名 になる。建設 したボンガと言われ
る土嚢シェルターは計 5棟、雨水を堰き止める幅約 20数 mのチェックダム 1基、植樹 し
た樹木は、現地で提供されたインド竹約 1000本 、天理より持参 した孟宗竹 20本、桜
の木 6本であった。加えて、現地の素材を利用して日本風の石庭を作 り、そこにも孟宗竹
と桜の木を植樹 した。第 1回隊が植えた竹は第 3回隊によって 3棟のボンガを繋ぐ屋根材
の一部として使われた。いずれも40度を超す灼熱の太陽のもとで行われた肉体作業を伴
う建築作業であるため、隊員は先ずもつて水のありがたさを身近に体験 し、インド人労働
者のタフぶりに感心させられた。土砂を練り上げ、土裏に入れ、充填された土嚢を 1つ 1
つ両手で運び、積み上げ、叩き上げていく単純な反復作業を通 して、ついに完成した ドー
ム状のシェルターを見上げたときの達成感は、学生の心に生涯忘れがたい貴重な記憶をも
たらしたにちがいない。

第 4回隊は、インド隊が ]年間の計画をほぼ達成 したので、フィリピンを研修の土地と
した。センターでは当初は中国の植林かインドネシアの井戸掘 りが検討されていたが、事
前調査を行う時間的余裕がなかったという理由で、それらの地域は第 5回以後に行う候補
地とした。そこで第 4回 目の「国際参加」プロジェクトは、新任の澤山利広教員が過去フ
ィリピンで行つていた地震被災地にある小学校の教育支援活動の経験に基づいて、アンヘ
レスのマラバニャス小学校でリコーダー指導を行つた。それに先立ちサンタローサにおい
ては学生たちはホームステイを体験した。
インド隊は、自然建築の思想を災害地域に活かした人道自立支援のための肉体労働に重
きをおいた。現場には泥土による家屋も数多く存在する。大地に還るユニークな土嚢シェ
ルター建築のプロセスにおいて、学生は古の人類の原初的泥土による住環境を想起したか
も知れない。フィリピン隊は、音楽を通 して国境と文化を越えた児童との感動を分かちあ
い、ホームステイを通して観光や文化学習とは異なる次元でのフィリピンの実生活の諸相
に直接接触することができた。いずれも「国際参加」プロジェクトは貴重な体験知を提供
してくれた。

最後にインド・フィリピン両地域におけるプロジェクトは、現地での天理教ミッション
センターの人々のご理解とご協力がなかったならば実現不可能なことであった。最後に本
プロジェクトにさまざまに関わつた人々と共に、厚く御礼申し上げる次第です。
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報告書刊行に寄せて

天理大学後援会長  豊田 千秋

近年の地球環境の異常さは、日に余るものがある。日本においても、和歌山県沖や東北

地方において、幾度となく地震が頻発し、また長期間続いた。台風も、観測至上最多の 8

回、本州に上陸した。南極、北極の水は溶け出し、北米でも台風が暴れまわるよう事にな

つた。

そんな中、本学の建学の精神を具体化した「国際参加」プロジェクトが、4回 目を迎える

事となつた。参加する学生の顔ぶれは、年毎に変わることがあつても、目的とする事に変

わりはない。天理大学は、天理教の海外布教者を養成するための、天理外国語学校が前身

である。布教先の気候、風土等の知識を得るために、全国にも名を知られた図書館があり、

参考館がある。天理教では「互い立て合いたすけ合い」と教えられるが、自分自身も相手

も、互いの人格、その他を認め合つて、相手を生かし、助け合つていくことだと思う。た

だし、それは相手の見かえりを求めるものでなく、ただただ助かつてもらいたいと、無報

酬で尽くしていく事になる。これが、まわりまわつていつの日にか自分に返つてくる。誰

かが、いつの日にか自分を助けてくれることになる。

このプロジェクトは、まさしくこの教えの実践であり、参加者の活動には頭が下がる思

いである。

世界には、確かに経済をはじめ、いろいろな面で恵まれない国や地域が多い。しかし、

人々は一生懸命生きている。今回、プロジエクトに参加 した経験を踏まえて、今までと一

味違つたものの見方ができるようになり、これからの人生設計に生かしていただきたい。

また、国際交流、国際貢献にも目を向けていつてもらいたい。それが後援会として微力な

がらも後援させて頂いた値打ちとなる。これからの活動にも期待したい。
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第 4回「国際参加」プロジエクトTEREX04概要

天理大学の地域文化センターが主催する第 4回「国際参加」プロジェクトに

より、我々天理大学の学生 12人、引率教員及びスタツフ 3人は、8月 4日 ～16

日の日程でフイリピン共和国のルソン島を訪問し、さまざまな活動を実行 して

きた。我々は、国際参加を通 じて「人間とは何か」ということを学ぶ機会を与

えられたのである。参加学生 12人の参加した動機についてはさまざまなものが

あったが、このプロジエク トに参加することで学生皆が「人間とは何か」とい

うことを考え、行動に移 し、そしてまた考えるのであつた。我々はこの国でも

がき苦 しみながら本当に素晴らしい体験ができたのである。

このプロジェク トは、天理大学の建学の精神である、国際性 と他者への献身

を具現化 しようと、地域文化研究センターが毎年行つてお り(第 1回は同センタ

ーの発足前 )、 今回で四回目を数える。前回まではインドを訪間し、図書館など

をつ くつてきたが、インドでの活動を前回で完結させ、今回はフイリピンで実

施 した。

フィリピンでの主な活動内容は、フイリピン首都マニラの北西六十キロほど

の所にある 1991年 のピナツボ火山被災地であるアンヘレス市を訪れ、同市

の公立小学校のマラバニャス小学校を訪間し、ソプラノリコーダーの指導をは

じめとするさまざまな交流を持つ事であつた。

同小学校は約千百人の児童が在籍 しているが、教室数はわずか二十室程度。

政府の手が行き届かないため、校合には窓ガラスがなく、壊れたままの建物も

ある。教科書にいたっては何年間も使いまわされたボロボロの物を使用してい

た。教育体制が十分に整備されていないのである。特に音楽や体育などの情操

教育には手が回つていない。そこに注目をし、今回の活動となったのである。
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引率者

参加者

奈良女子大学大学院博士後期課程

(人間文化研究科比較文化学専攻)
許 容敏③

天理大学地域文化研究センター専任研究員

(天理大学国際文化学部助教授 )
澤山 利広②

天理大学地域文化研究センター兼任研究員

(天理大学おやさと研究所助教授)
金子 昭①

所属氏名No.

国際文化学部欧米学科 1年畷 千賀子記 録⑮

国際文化学部欧米学科 1年井上 雅之記 録⑭

人間学部人間関係学科臨床心理学専攻 1年南 寛子リコーダー⑩

国際文化学部欧米学科英米語コース 2年水谷 正孝交 流⑫

国際文化学部欧米学科英米語コース 2年坂上 典明交 流①

国際文化学部欧米学科英米語コース 2年中村 まなみ交 流⑩

国際文化学部朝鮮学科 3年李 相雲記 録③

国際文化学部英米学科 3年仙波 佐知子記 録③

人間学部宗教学科天理教学専攻 4年野田 麻美遊軍・保健⑦

臨床人間学研究科臨床心理学専攻 1年宇田 知功遊 軍⑥

体育学部体育学科スポーツ学コース3年高木 宏明サブリーダー⑤

人間学部宗教学科天理教学専攻 4年西村 俊祐リーダー④

所属氏名担 当配
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「国際参加Jプロジェク ト派遣前研修 日程
第 1回日-6月 22日 (火)

16:20 オリエンテーション
・井上センター長挨拶、事業説明 (健康管理、旅行手続き、他 )、

自己紹介、本プロジエクトの妬称 (愛称)について、
役割分担 (リ ーダー (班長)1、 サブリーダー (班長)兼物品
管理 1、 リコーダー指導 2、 記録 (文章)4、 交流 (HS)3、
遊軍 2、 保健 1)

19:00   解 散

第 2回 日-6
16:30 役割分担毎の打ち合わせ
18:00 リコーダー研修 〔講師 :米田先生 (天理中学校教諭 )〕
19:30 解散

第 3回 日-7月  5日 (月 )
16:30 リコーダー研修 〔講師 :米田先生 (天理中学校教諭 )〕
18:00 フィリピン語研修 〔講師 :濱田先生 (天理教海外部)〕
19:30 解散

第 4回 日-7月  6日 (火 )
16:30 フィリピン語研修 〔講師 :濱田先生 (天理教海外部)〕
18:00 準備
19:30 解散

第 5回 日-7月 12日 (月 )
16:30 リコーダー研修 〔講師 :米田先生 (天理中学校教諭)〕
18:00 準備
19:30 解散

第 6回 日-7月 13日 (火 )
16:30 フィリピン語研修 〔講師 :濱田先生 (天理教海外部)〕

第 7、 8回

18:00 準備
19:30 解散
-7月 20(火 )、 21日 (水 )
13:00 準備
16:00 解散

第 9回 目-7月 23日 (金)

第 10、 11回 目-7月 27日 (火 )、 28日 (水 )
10:00 準備
13:00解散

第12回 日-8月  3日 (火 )

準備
解散

結団式
事務報告 (荷物分担など)
役割 。班ごとに打ち合わせ、順次解散

フォローアップ研修

懇親会
写真交換、文集原稿提出

16:30
19:00

9月 18日 (水 )

０

０

０

０

０

０

５

６

７

０

０

０

０

３

５
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2005年 2月 1日 (火 )
文集原稿完成



第一部

1.フィリピン日記―汗と涙の珍道中―
8月 4日 (水 )
タイ航空で期待と不安を胸にいざ Philippineへ出発 !! 飛行機の中はドキドキ。昼す
ぎにフィリピンに到着 (時差はたったの 1時間)した後、天理教フィリピン出張所 (マニ
ラ)を訪問した。その際に、マンゴー 100%ジ ュースを体験 ! 早々にフィリピンをま
のあたりにしてボルテージは上がる一方。そして出張所から約 2時間かけてホームステイ
先のサンタローサ市へ。まずお世話になる天理教サンタローサ出張所へ。そしていよいよ
各自のホームスティ先へ。

聰
,i「
:

参拝を済ませ、いざ出発 ! 出発直前の関空。リラックスしています ♪

4時間後、無事マニラに到着 天理教フィリピン出張所を訪問

各自、ホームステイの家族と対面夕方、東本サンタローサ出張所に到着

Magandang gabi po(こ んばんは)。
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フィリピンの生活の足、 トライシクル
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フィリピンではバスケットボールが大人気 !!



日本で練習してきたリコー少デーを披露

～Iザ8 a sIIla■ world～

Apex schoolを 訪問。フィリピン語で自己紹介 自己紹介に現地の学生は興味津々

昼休み、学生と一緒にバレーボール

臨 躙

ヽド一　　　・一
．

その後、全員で学校付近を清掃 ManPower ttai4hg Centerに て文化交流

10



8月 7日 (土 )
この日の訪問は Pt「P(COllege)。 ここでの交流会ではなんといきなり貞子 !?が出現 !

そうかと思いきや歌を歌い始めたり、劇も始まつたりと数々の
コラボレーション 1ち ょつ

としたミユージカルのようなものを披露してくれた。あとはおしや
べりや記念撮影などな

ど。交流したクラスは英語の先生を目指す学生のクラスだつた。英語めつちやきれ
い (感

心)! 交流会終了後 P【「P横のフィリピンの庶民的な食事どころでランチ。ここでみんな

ぐヴ5〔今上?翼℃a懇七澤テと赤目奮鴇懲李ケ多ヒfチ堂稜言長と景今笹τ急昆写喬象
族か合同でお別れパーテイーをひらいてくれた。こちらもカレーライ

スをつくるなど食卓

はフィリピンと日本のハーモニー。みんなで楽しく食
べたり歌つたり踊つたリゲームをし

たり。大ハッスル !… ………この時間がもつと続いてほしかつた
………。

='戸

叫畔

弾

К
再|

ァィスカッション中でつす。 得意の一発芸を披露します !

君も? 実は、僕も教師目指してるんです

ア

彼氏はどんな人なの ?

私たちからの気持ちです♪2人の歌姫による熱唱 (側 La五 gne)

11



8月 8日 (日 )
サンタローサ最後の日。朝いつものようにそれぞれのホームスティ先で朝食を食べて、
家族たちにお礼のあいさつ (涙 )。 別れを惜しみサンタローサ出張所に集合。出張所にも最
後の見送りのために各ホス トファミリーたちがきてくれた。ここでお別れをして我々は一
路アンヘレスヘ。また戻つてきて再会するという固い約束をして・・・。アンヘレスに行
く前に、マニラにある毎日新聞マニラ支局を訪問。ここでは支局長の大澤さんによるフィ
リピンの実情についてお話を聞くことができた。
一→IIAngels
夕方にアンヘレス到着 !オアシスホテル (プール付)にて夕食、そしてミーティングヘ。
学生にこんな豪華ホテルってありかよ !? by水 谷君

サンタローサ最終日。お世話になりました。 別れを惜しみ、涙するホス トファミリー

わ

£

‐
=

各自、最後の記念撮影。ありがとう、サンタローサ。

,“

アンヘレスヘの途中、毎日新聞マニラ支局を表敬訪問

フィリピンに関する様々な質問がとびました 生演奏を聴きながら昼食 (レス トランにて)
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8月 9日  (月 )
とうとうこの日から5日 間の地獄のリコーダー指導開始 !! 本来の目的であるリコー
ダー指導でどれだけの成果を出せるのか。期待と不安の狭間で悩みながらも、初日が始ま

った。 2つのグループに分かれて指導にあたつた。学年によつて理解力の差はあるが、子

供達に共通していることは、学ぶことへの熱意だつたのではないだろうか。昼からは子供

達との遊び、スポーツなどの交流タイム。しかし予定していたクラスの子は、雨が降って

帰宅 I(フ ィリピン七不思議の 1つ )

【
Ｉ

Ｎ

Ｇ

，
す

‐

:螂

今回の舞台、マラバニャス小学校 先生、生徒による歓迎セレモニー

子供たちは私たちに興味津々 リコーダー指導を受ける4年生のクラス風景

笛の組み立て方からスター ト まずは音と指の使い方から
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8月 10日 (火 )
2回 目の練習。朝は学校の朝礼から始まる。教えている学年は、 5年生と4年生で、ク
ラスによつて個性の違いがあった。ランチには家庭科の先生が作ってくれるご飯をいただ
いた。年後の行事では、Japanese Artと いうことで折り紙の鶴をみんなで折った。そして
この日、ピロ兄 (高木君)がダ Iク ン。ピロ兄のたった 1人の戦いが始まることになつた。

すごい、ヤ`ろんな音がでてくる♪ 「そうそう、ゆつくりやさしく吹いて」

「ドはこの指使い。そう、上手上手」 「男は気合で吹くんやぞ !」

子供たちの顔は真剣そのもの 先生も後ろでこっそり練習
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8月 11日 (水 )
3日 目に入つてできる子とできない子の差が出はじめてきた。だけどみんな熱心にやつ

てくれるので、疲れの出はじめた自分たちもその熱意に影響されてがんばれたと思う。年

後の行事では、別のクラスでの折り紙講習会が開かれた。ホテルに帰つてからミーティン

グ後に発表会の出し物練習が始まつた。内容はリコーダーとダンスをやることに決まり !

Otso‐Otsoダンスという手もあつたが 。・・

8月 12日 (木 )
練習 4日 目。もちろん朝からの朝礼にも団||れてきて、カウントをとる太鼓のリズムに乗

つて踊る体操も板についてきた ! ジコーダーについても最初の頃の不安も吹き飛び、あ
とはそれぞれのレベルで高めていくほどになつたのではなかろうか。みんな先生という職

業の大変さを身にしみて感じたと思う。しかし子供達の笑顔は途切れることなく、それが

みんなのパワーの瀕であつたと感じてやまない。昼からは」apanese Art第 2弾ということ

で、かぶとと紙鉄砲の製作でみんな楽しんだ。

家庭科の先生が昼食を用意してくれました。 みんな、初めての折り鶴に挑戦

難しいけど、できるかな・・・ ? 完成まであともう少し

やつた、できた― ! 次の日に向けてミーティング
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8月 13日 (金 )
明日はいよいよ発表会 ! 教える私たちも、子供たちもドキ ドキ。と、同時に指導最終
日ということもあつて寂しい気持ちでいっぱいでした。明日の発表会にむけてのリハーサ
ルで本番と同様に舞台にあげてリコーダーの演奏をやつて、その子供たちの姿を見て泣く
メンバーも数人。そして、子供たちの方も「今までありがとう」と号泣していました。で
も、今日が最後じゃない ! 涙は明日、ラス トの日にとつておかねばと気を取り直して、
子供たちに「明日はベス トを尽くすんだよ」と、士気を高めてこの日、指導は終了。やる
べきことはやつた II!!

一

´

Ｉ

14日 の演奏会に向けて最後の練習 教えるほうも必死です

子供たちがお礼に歌を歌つてくれました 演奏する姿、とても素敵です

ノ
ｇ
ロ

・

」
ロ

子供たちから1人 1人にプレゼント

【
Ｃ

ＥＴ
辛

子供たちの気持ちに思わず涙が・・・
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8月 14日 (土 )
いよいよ発表会当日。これが本当に子供たちと過ごす最後の、最後の日。発表会はフィ

リピンと日本の国歌斉唱から始まり、子供たちによるダンスなどが行われました。もうめ

つちゃかわいくてホレボレしちゃいました。そしてリコーダー演奏。子供たちも緊張して

顔がこわばつていました。メンバーの指揮の下、4年生は「かつこう」、 5年生は「聖者の

行進」を演奏。もうどのクラスも立派に演奏することができました。終わつた後、子供た

ちの顔から笑みが !! もちろん私たちも。「本当にここまでやつてきてよかつた」改めて

実感した瞬間でした。 6日 間ありがとう。あなたたちと過ごした日々は絶対忘れません !

■

発表会に用意するそうめんの準備 日本料理のお味はいかが ?

開式に先立って国歌斉唱 フィリピンではこれが国歌斉唱のスタイル

いよいよ発表です。上手くできますように 5日 間の練習の成果を見事に発揮 !

"   

柳・ユとを   口     、

1代Ъ験番ぷ咎i静帯
Ъ■_7,ムⅥヽ
=FJ単
幹JFi諄上

,111'

繰・
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生徒たちも踊つてくれました日本の歌と踊 りを披露

F｀ 1

お世話になつた先生方

C督 J

先生たちも負けていません

‐

どこの国でも、みんな写真が大好き みんなで創った千羽鶴を贈呈

よく頑張つたね ♪ 各クラス生徒代表と記念撮影
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8月 15日 (日 )
この日は主に観光。まずは、ピナツボ火山やその被災地に行きました。ピナツボ火山の

まわりに岩がたくさんあるなと思つていたら、それは岩ではなく灰だと知つたときには驚

きました。それだけ被害が大きかつたのだとその灰が物語つているようで・・・。そして

そのあとはシヨッピングモールでお買い物。CDを買う人もいれば、やたらとお菓子を買
い込む人も。物価が安いぶんなんか得したき・ぶ・ん。みんな満足したことでしよう !

脚聯            風

0

8月 16日 (月 )
今日は帰国の日。今日でフイリピンの旅ももう終わりかと残念に思うところ。朝から

マ

ニラに向けて移動開始。道中はみんなお疲れのせいか爆睡していました。お昼に天理教フ

ィリピン出張所で昼食をいただきました。その昼食がまたビックリ ! 日本にある某有名
弁当屋のから揚げ弁当だつたのです ! お米も日本のお米だつたし・・・世界は狭い。タ
方にマニラ空港を出発して、夜 9時ごろ帰国。本当に貴重な経験ができた旅でした。そし

てみなさまご苦労様。いつかまたみんなでフィリピンに帰ろうね !!I

D

君

ピナツボ火山噴火から13年後の姿 今も教会の地面は火山灰です

いよいよ最後の朝。滞在先のホテルを出発 お世話になつた方々を訪れ一緒に記念撮影

多くの人に支えられた、大切な 2週間でした。
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2.リ コーダー指導

ツプラノジヨーダーの指導は一週間をかけて、年前に 4、 5年生の児童約 160人を対象

に行い、最終日には発表会も予定されていた。当たり前のことながら、約 160人の生徒全

員がツプラノリコーダーに触れることすら初めてなのである。リコーダーが楽器というこ

とすらわからない児童もいたのではないだろうか。

そして、我々参加学生 12人もまた、小中学生のとき、リコーダーには触れてきたものの

指導者の立場になるのは初めての体験である。出発前本当に自分たちがリコーダーの指導

をすることができるのだろうかと、不安視する生徒も数多くいた。そのために我々は、出

発 2ヶ 月前からリコーダーの指導の仕方や児童に教える由の選出、現地語であるフィヅピ

ノ語の勉強会など、研修を約 20回程度行い、フィリピンでの指導に備えた。

ツプラノリコーダーを初めて手にした児童たちは、初めは戸惑いの表情を見せたものの、

とても興味を示してくれた。指の使い方から指導した我々は、ここで、改めて無の状態か

ら新たに有を生み出すことの難しさ痛感した。思つていたよりも児童たちの指の使い方は

ぎこちなく、予定していた内容を大幅にこなせていなかつたのである。

4年生は「かっこう」、5年生は「聖者の行進」と日本での事前研修で指導する曲を決め

ていたが、初 日の出来具合から本当に曲を吹けるところまで上達させてあげることができ

るのだろうかと、新たに不安を覚えた。現地小学校の先生ですら苦笑いを浮かべるほどだ

つたのだから。しかし、我々を救ってくれたのがツプラノリコーダーを手にした時の子ど

もたちの輝いた日であつた。

初日を終え、我々は宿舎で早速初日の反省、今後の指導方法などについてミーティング

することにした。指導するに当たり我々は、二班に分かれて教室を回り指導を行つていた。

そして、両班とも口をそろえて思つていたよりもできていないと報告した。初日のよかっ

た点、悪かつた点をあらためて把握し、2日 目の指導に備えた。

2日 目の指導を始め、新たな壁が我々を悩ませた。1日 目の指使いをきちんと覚えており、

見事なまでに音階を吹きこなす児童もおれば、全く指使いを忘れ、でたらめに吹いている

だけの児童もいた。今後、後者の児童をどのようにして指導し成長させていくかに我々は

悩まされた。しかし、その大きな壁は扉となり開かれていつたのである。

3口 目からは、指使いの指導を一通り終え曲の指導を開始した。しかし、曲の指導に関し
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て指をうまく使いこなせていない児童たちはだいじようぶであろうか、我々は不安を感じ

ながら曲の指導を開始したのである。最初は、全員で曲を歌いリズムを覚えてもらうこと

から始め、ある程度どのような曲かを把握することができたら、問題であつた指使いの指

導を始めるのであつたが、やはり、指をうまく使いこなし上手に吹く児童とそうでない児

童はでてくる。

そんな中、前者の児童たちが後者の児童たちに指の使い方を我々と一緒になり指導して

くれたのである。我々は感動を覚え、この子達を絶対に曲が吹けるようにしてあげ、発表

会を完成させたいと強く思つたのである。

4日 日も一緒になつて指導してくれる児童のおかげでスムーズに曲を指導することがで

き、指使いがぎこちなかつた児童たちもめきめきと上達していつた。この調子であれば、2

日後に控えた発表会は素晴らしいものになると我々は確信できた。

発表会を前日に控えた 5日 目は、リハーサルということで発表会会場である広場の舞台

に立ちリコーダーを吹くことになつた。初めはただでたらめにしか吹いていなかつた児童

たちが、舞台で美しいハーモニーを奏でている。その様子を見ていた担任の先生が涙を流

しているのである。初日苦笑いを浮かべていたのにで、ある。フイリピンに来て本当に良

かった。この子たちに会えて本当に良かつた。そう思える瞬間であつた。

発表会では、リコーダー演奏の他にフィリピンの伝統的な踊 り、低学年の生徒や先生方

によるダンスなど楽しい時間を過ごした。リコーダー演奏にいたつては、アンコールを要

求されるほどにまで好評であつた。演奏が終わると成功したことへの感動と別れを惜しみ

涙する児童が多くおり、我々も涙を流さずにはいられなかつた。

ソプラノリコーダー指導の他に 3、 6年生を対象に縄眺びやスポーツ、折り紙などで交流

を持つた。特に、折り紙は好評で鶴や風船、かぶとなどを喜んで作つてくれた。ここで我々

が驚かされたのが、先生が自分の子供を勤務先である小学校に連れて来ており、私の子ど

もにも折 り紙を教えてやってくれと授業に参加させていたのである。日本では考えられな

いこの状況に我々は戸惑いながらもフイリピン人の人柄というものを感じたような気がし

た。
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3.ホームステイ体験

アンヘレス市での活動に先立ち、4-8日 の四日間首都マニラから約 30キロほどの所にあ
るサンタロサ市でホームステイを体験した。東南アジア系の国でのホームステイは天理大

学では初めての試みであつたが、とてもよい体験ができた。ホームステイ先の対象となっ

たのはフィリピンのごく一般的な家庭で、ホス トファミリーたちは異国から来た我々を本

当の家族のように扱つてくれた。ホームステイによって、体当たりでフィリピンという国
を感じることができた。

フィリピンでは、それが自分の家でなくとも、近所の家に出向きくつろいでいる姿をよ

く見る。ホームステイ先の各家庭では、ホス トファミリーでない近所の人々までもが我々

を歓迎してくれた。人間関係が希薄になった日本でよくささやかれる、古きよき時代の日

本というものがそこにあるような気がした。

ホームステイでまず我々を戸惑わせたのが、 トイレだった。フィリピンでは用をたした
後、紙でふくという習慣があまりなかった。手と水を使い洗い流すのである。各自トイレ

ットベーパーを持参していた。しかし、フィリピンの家で暮らしているのだからトイレッ

トベーパーを使わずにフィリピン流の処理の仕方で用をたす学生もいた。皆が皆、自分た

ちの方法でフィリピンという国を感じていたのである。

ホームステイ期間中我々は同市の市場の清掃活動をした。日本ではごみを路上に捨てる

事は悪しきことと認識されているが、フィリピンではそうではなかった。それが自分の家
の前でも平気でごみを捨てるという “悪しきモラル"ができていた。そのようなモラルが
できているせいもあり、市場の状態はひどいもので我々は驚愕させられた。

清掃活動を開始すると、我々を驚愕させるもう一つの出来事が起こつた。しかし、今度
の驚きはとても喜ばしいものであった。清掃作業を見ていた現地の小学生たちが、我々の

持参したごみ袋を手にし、清掃作業に参加 してくれたのである。畢供たちにとっては、日

本人が何か物珍しい事をしているので興味をそそられたのかもしれない。理由はどうであ
れ我々は彼らの行動に感動し、彼らがフィリピンに根付いた悪しきモラルを改善してくれ

ることを願うのであった。

同市でも、高校や大学を訪問するなどのさまざまな交流を持った。学生に限らずフィリ
ピン人は日本という国にあこがれを抱いていた。学生達は将来日本で働きたい。ホストフ

アミリー達は日本人の暮らしなどにとても興味を持っている。そして、フィリピンで走っ

ている車やバイクのほとんどが日本製のものであった。国際化と騒がれている今日である
が、日本を出てはじめて日本と世界との距離が分かるものである。日本におればフィリピ

ンは、ハワイなどの観光地に比べあまり訪れる機会のない、距離以上に遠い国のように感
じる。しかし、日本に出稼ぎに来ているフィリピン人は数多くいるし、我々の食べている
バナナはフィリピン産で、フィリピンで走る車は日本産、とても身近な国なのは確かなの

である。一昔前、韓国を近 くて遠い国といつていたが、フィリピンもそうなのではないだ

ろうか。いや、フィリピン以外にも近くて遠い国は数多くあるだろう。日本人は他の国の

人々が自分たちをどう思つているのかはとても気にするのに、自分たちが相手をどう思つ

ているかはあまり気にしない。そのような自分中心の状況が近くて遠い国をつくるのでは

ないかと我々は、数日ではあるがフィリピンで暮らし、現地の同世代の学生達と交流を持
つてみてそう感じたのだった。
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4.フィリピンの食

フィリピン料理のルーツはフィリピン独自のもの、スペインの植民地時代に入つてきた

もの、中国料理とのミックス、また日本領時のものや、アメリカから持ち込まれたものが

あり、フィジピンの食文化は東洋・西洋
。中華が混ざり合つたものといえます。フィリピ

ンの食事は本当においしかつたです !!!!
フィリピンではご飯を手で食べる (カマヤン)と いうスタイルが伝統的ですが、私達の

ホームステイ先ではスプーンとフォークを使 う家庭も多かつたようです。また、それらを

使 うときにはスプーンをナイフの代わりに使ったり、フォークでご飯やおかずをスプーン

の上にのせたりしてきれいに食べていました。執筆者も実践してみましたが意外に難かっ

たです。手で食べる場合は、親指以外の指をスプーンのように軽く曲げ、そこに親指で食

べ物をのせて器用に食べます。使った手はお皿に入つた水で洗います。

フィリピンの家庭ではご飯とともにスープがよく出てきます。そのスープをご飯にかけ

て一緒に食べるのがフィリピン流です。スープは一度にかけないでご飯の端からスプーン

で少しずつかけて食べました。

フィリピンの安くて、まいう～な生鮮食品はスーパーではなく、市場にありました。屋

根があるだけの屋台にずらりと並んだ食品のなかには、日本では見かけない魚 (テ ラピア、

バゴス、その他いろいろ)が たくさんありました。お肉は大きな斧のような包丁でぶつた

切つていて、横を通るときは恐ろしかつたです。市場の中はうるさいくらいにぎやかで人々

の熱気と活気がみなぎつていました。

フィリピン人の好きな食べ物といえば、ずばり、ハンバーガーでしょう !! どこに行

つてもジョリビーというハンバーガーショップがあり、フライ ドチキンやピザ、スパゲテ

ィなどがあつたり、フィリピンらしいのはご飯が包み紙に入つて出されたりしました。時

間帯に関わらず多くの人でにぎわつていました。とてもボリュームがあってマサラップで

した !!

ヽ

iH
,iせ
廻追詞日
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5.参加学生感想文

1)「国際参加」プロジェクト報告

中村 まなみ

「海外ボランティアをしてみたい。」という思いからフィリピン

行きを決めました。研修期間中は、本当に子供たちにリコーダーを

教えることが出来るのか、ホームステイはやっていけるのかという

不安を抱きながら挑んでいました。そして、8月 4日。不安と期待

を胸に日本を発ちいざフィリピンヘ。この日からサンタローサ市で

ホームステイが始まりました。家に行くまで緊張していましたが、

玄関口で家族みんなが私の到着を待っていてくれたのを見て、一気

に緊張がほぐれました。この家族だったら絶対に大丈夫だと。私が

家に居るときは、「体調は大丈夫か」、「昨夜は眠れたのか」、「日本

にいる家族は心配していないか」など、とにかく気を遣ってくれ、また市場に一緒に行つ

た際には、見る物見る物が珍しいので「これ何 ?」 と聞くと、「説明するより経験が大切」

と言つてそれを買つて食べさせてくれたりと、私に喜んでもらおうというもてなしに本当

に感激しました。たった 4日 間という短い期間ではあつたけれど、大変充実したものであ

り、人と人の深いかかわりについて多くのものを学びました。

そして、本題のリコーダー指導の始まり。初めてリコーダーを手にした子供たちの目は

輝き、初めてリコーダーで演奏するという好奇心、喜びにあふれる姿を見て私はフィリピ

ンまで来た甲斐があつたと実感しました。そのとき不安はなくなり、「完成させたい !」 と

の思いになつていました。日に日に子供たちは上達していき、最初のころは指使いが出来

なかつた子供が「見て !出来たよ」と挙手をして教えてくれたり、指使いが分かる子が分

らない子に教えてあげる光景などが見られるようになりました。指導最終日、リコーダー

発表会を前日に控えリハーサルで本番同様、舞台にあげて演奏させたあとで、子供たちが

吹けるようになつた喜び、そして、小学校で過ごす日々が終わる寂しさが込み上げて溢れ

る涙を止めることが出来ませんでした。それを見て子供たちも泣き出し、その泣いている

子供たちを抱きしめた瞬間、「本当にフィリピンに来てよかった。みんなにあえてよかつ

た」と心の底から思いました。次の日の発表会も無事に終わり、先生方からも大変喜ばれ、

子供たちも満足してくれ、このプロジェクトは大成功に終わつたと思います。このソコー

ダー指導を通じて感じたことは、リコーダーに関する成長はもちろんのこと、他の面で成

長、例えば一つのものをやり遂げる楽しさや大切さを知つたり、他の国の人々と触れ合 う

ことがどういうものなのかを味わつたりする、こういつた成長を促してきたのではないか

と思います。このような素晴らしい体験が出来て本当に、本当によかつたと思います。ホ

ームステイのおかげでフィリピンには帰る家があります。またいつの日か、できればプロ

ジェクト参加者でまたフィリピンに行くというのではなく、フィリピンに「帰る」という

かたちで戻りたいと思います。
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2)MABUHAY!
水谷 正孝

デジー、ダータィン、ジュンジュン、アレン・・・・・う―ん、

数えきれない。自分は今回のフィリピンプロジェク トで、いつたい

どれくらいの人々に出会つたの ? サンタローサの市役所で楽し
く会話したおじさんたち。ハイスクールでごみ拾いを手伝つてくれ

た少年たち。ロビンソンというシヨンピングモールで迷つていると、

自分が行きたいところまで向こうから案内してくれたおばさん。こ

うしたちよつとした出会いを含めたらフィリピンでの約 2週間は

すさまじい数になる。もし今回のフィリピンプロジェクトに参力日し

ていなかつたら、これらすべての人とのすてきな出会いはなかつた。

フィリピンで自分が撮つた写真をみていても、そこに写つている 1

人 1人が自分にとつて宝物である。
また今回のこのプロジェク トには非常に多くの人々によつてなりたつている。参力日した

メンバーの学生、先生、フィリピンで直接お世話になつた天理教の出張所の方々だけでな

く、日本全国各地からフィリピンの子供たちのためにリコーダーや遊具を送ってくれたみ

なさん。また資金を援助してくださつた後援会の方々。 日本でフィリピン語、リ
コーダー

を教えてくださつた濱田先生、米田先生、最初にこのプロジェク トにかかわつたす
べての

人に感謝したい ! ありがとうございます !早 i

自分は今回フィリピンヘ行くにあたつて自分なりに目標を 3つたてていた。 1つ 目にど
んな事にも積極的に絡んでいくこと。休憩時間や 1人でいる時間があるならどんどん現地

の人にふれあつてこよう ! 自分はこれを現地でどんどん実践した。どんな事にもしゃし
ゃり出てつ【戦。フィリピンの食べ物でもダンスにしても、外から眺めているのではなくて、

どんどんすべてに トライ ! 自分のこの体でフィリピンを感じとろうとした。こうやつて
いたら自分自身がホントーに積極な人間になつてきたし、フィリピンの文化も体で体験で

きたしまさに一石二鳥。 1つ 目の目標達成 !

2つ 目には、日本語は最小限にし、フィリピン語、英語を自分自身使つていこう、と決

めた。自分は大学で英米語専攻なので今回は語学の面でもたい
へん勉強になつた。 2週間

だけだつたけど、自分でも英語力が向上できたことが実感できた。 2つ 目の目標達成 !

3つ 目は、“心の交流 "。 実はこれが 1番 したかつたこと。初海外で日本語の通じない人々

と理解しあうには “心"しかない。国、言語、肌の色、宗教、を超えての交流をめざした。
こう決めてはいたが、自分でも何が,いの交流かが分からないし、どうするとできるのかも

実際分かつてなかつた。そういうものをしたいという思いはあつた。でもフィリピンで活

動しているうちに心の交流つていうのは頭で理解することではなく、自分の目の前にある

ものを、そのまま素直に自然に自分自身に受け取ることだと感じとつてくるようになつた。

フィリピンの人々の、子供たちの心からの笑顔、今でも心に残つている
。・・・ 。忘れる

ことはできない。そして自分も今まで見せたことのない笑顔になつているのに気づいた。

リコーダーを教えたある男の子が、最終日のお別れの時に自分の所にやつてきて、笑顔で

自分にくつついてきたとき、自分は心の交流ができたと感じた。この子は授業外の昼休み

にもリコーダーを教えてほしいとやつてきた子で、自分でも思い入れが強かつた。そのと

きの喜びは言葉では表せない。自分なりに 3つ 目の目標達成 !

最後に、フィリピンの抱えている問題は確かに大きい。学校へ通えない子供たちの数。

排気ガスだらけの道路。女性に関する問題。こういう問題をじかに自分の目で見た。一番

大事なことは、自分が今回のプロジェクトで得たことを今後どう活かすか !だと思う。ひ

とついえる事は、この 2週間は間違いなく自分の今後の人生に大きな影響を与えてくれた。

ありがとう 1 サンタローサ、アンヘレス、フィリピーノ I!!Jz4乙24脇T〃
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3)I LOVE PⅢ LIPPINESI
仙波 佐知子

明るくて、冗談好きで、大らかで、おおざつぱ。私が見るところ、
フィリピン人は皆そんな感じでした。時計はすべてばらばら。宴会を

開けば、近所の迷惑なんて気にするどころか夜中まで大音量でカラオ
ケ。私はいい加減な人間で、実は日本より居心地が良かったかも。
空港に着いて、「マニラ !」 と叫んでいる先輩を横目に私もわくわく
していました。バスに 1時間ぐらい乗つてサンタローサヘ。さつそく
4日 間のホームステイが始まります。私の家族は両親と、私達くらい
の年頃の 3兄妹で暮らしていました。お父さんは足が悪く、子供達 3
人が夜働いて家計を支えています。一番上のお兄さんは日本で 1年間
働いていたそうです (実習中、そんな人にいつぱい出会いました。海
外労働者の仕送りがフィリピンの GNPの何十パーセントも占めると

聞いても納得でした。それで彼らにとつて日本は、私達が考えているよりずつと身近な国
なのです)。
4日 間はあつという間に過ぎてしまいました。甘酸っぱい料理は美味しかったし、買い

物にもホス トシスター達と一緒に行ったし、地元の高校 。大学にも訪問したし、いろいろ
楽しかった。そんな風に、フィリピンを観察し、慣れることで、きたる次の 1週間に備え
ました。
さて、ホームステイのあとが私達の本番です。小学校で子供たちにリコーダーを教えま
した。その日々は、きらきらした思い出で、どの場面も子供達の笑顔と笑い声が一緒です。
今回ほど人気者になつたのは初めてでした。校庭を歩けば、どの子も私の名前を呼んでく
れて、“G凸咽 ME F凸咽 !"であいさつしました。それから、頼まれたサインは数え切
れないくらい (も ちろん、私だけでなく、他のみんなもそうです。金子先生だつて、通称、
Dr.AK[で負けてなつかたです)。 そして、大変だったけど、充実感と達成感を味わつた笛
の授業 !子供たちの前で大きな声で説明して、教室をまわって 1人ずつ見てあげて・・・。
同じパターンの繰 り返しの中で、毎時間ごとに反省 。試行錯誤、もう一つのグループを見

習つたりして、新しいことは何でもやつてみました。
メンバーの大学とは違 う一面を見られたことも嬉しかったことの一つです。踊つたり、
冗談したり、その場のノリでフィリピン人をすぐ惹きつけてしまう先輩・後輩たち。彼ら
の才能ともいえるおもしろさのおかげで旅が何倍もおもしろくなつたし、授業でも大いに

助けられたのでした。彼らをみて、人と交流するうえで一番大切なのはその人の態度や個
性や魅力なんだと、当たり前のことですが、改めて実感しました。
今回でたつた一つ残念なことといえば、小学校での 1週間があまりにも短かつたことで
す。雨が降ったら帰つてしまう子供達や明らかに年上や年下が混じつているひとつの学年。
謎はたくさんあるのに、それらは解けないままです。あるクラスをずつと授業参観した先
生によると、算数と国語の間に切れ日はないし、お弁当を食べている生徒もいれば教室掃
除をしている生徒もいるそうな。そんなおかしな光景、自分の目で確かめたい (笑 )。 それ
から、どうして子供達はあんなに英語が流暢に話せるんだろう? マラバニャス小学校に
もう1回行って、 3週間ほど滞在したい気持ちでいつぱいです。最初にも言つたとおり、
私はフィリピンが大好きだし、あとは トイレさえマスターすれば住めるんですから !

最後になりましたが、おこづかいを一生懸命やりくりしてボールを買つてくれた女の子
や笛をはじめ様々なものを小学校に寄付して下さつた皆さん、このプロジェクトに関わつ

たすべての方々、本当にありがとうございました。リコーダーは私たちが帰った後も、授
業の一環として使われることになつたそうです (仲良くなつた現地の先生がメールで教え
てくれました。それを聞いてとても嬉しかったです)。 それから、まだ国際参加プロジェク
トに参加したことのない天大の皆さん、卒業するまでに是非一度、参力日してみてください。
きつと、自分にとつて、何かのきつかけになる、すばらしい体験になると思います。
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4)人間らしさ

坂上 典明

感謝、感動 .…私の心を表すことのできる言葉が他にあるだろうか。

いや、ないだろう。そう、まさに感謝と感動の旅だつた。本来人間同

士がコミュニケーシヨンのために使 う「言葉」、その 「言葉」さえも

超えた心と心のコミュニケーシヨン。そこまで言い切れるほどの熱い

旅をばくらは繰り広げてきたのだと、今になつても感じることができ

る。数えきれないほどの人たちとの出会いと、つながり。唯―の言葉

は、ありがとう。

フィヅピンの空港に降り立った。雨季であるため湿気が多く、また独特の匂いを体に感 じ

た。臭かつた。さすがにフィリピン、私の期待を裏切らない。この臭さの原因は後になつ

て解かることになるのだが…

まず、アジアの国という安易なイメージから、日本とは水の質が違い、腹を壊すという

ことは前々から言われていて、覚悟を決めてやつて来たのだが。実際、水には気をつけて

過ごしていたが、ホームステイの時などは全力で生水を飲んでいた。しかし、ほとんど腹

をこわすことはなかつた。自分はフィリピン気質か、という疑い ?も あつたが、本当に神

様に守られているなと感 じた。海外の旅は初めての経験であり、そこでホームステイがで

きたことは貴重な経験になつた。そこでもつとも心に残つたことは、水を大切にすること

と、人を大切にすることだつた。人間が生きていくために欠かすことのできない水を、普

段どれだけ自分は無駄に使っているのかと思うと悲しくなつてしまつた。私の家族の家(フ

ィリピン)では、シャワーがない。そのため、井戸から水を汲んできて体を洗い、顔を洗い、

歯を磨いていた。蛇口をひねれば当たり前のように水が出て、あつたかいお湯も出て、そ

んな自分の生き方がここでは当たり前ではなかつた。自分は同じアジアの人間だけど、文

化も生活も違 う国から来て、そんな人間を家族の人達は心から受け入れてくれた。また、

近所同士のつながりの強さを見ることもできたと思う。フィリピンでは、親戚で同じ地域

に住むということがあるが、それ以上に近所同士のつながりの強さは、そこに住む人達み
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んなが、家族とちゃうの ?!と 感 じてしまうほどであつた。水を大切にすること、人を大

切にすること、この二つは自分がこれからの人生を歩んでいくのに、改めて心に刻んでお

く必要があると感じた !

おつと、すつかり書き忘れるところでした。今回の目的である、リコーダー指導につい

てです。でも、このことについては、みんなしつかり書いているだろうから、私は特に小

学校の子供たちについて書きたいと思います。フィリピンの子供たちは元気です。元気過

ぎます。どこからそのパワーは来るのですかっ? とにかく、子供たちの学ぶことへの姿

勢は、自分のやる気を駆り立ててくれたことは言うまでもありません。リコーダーという、

全く見たこともない未知の物体を手に取り、あれやこれやと一生懸命に取り組んでいた子

供たちの姿を忘れることはできません。また、教えることの楽しさを感じることができま

した。 うるさいクラスや、真面目なクラスなど、それぞれのクラスの特色があったけど、

熱心に取り組む姿勢、そして元気が有り余っていることは、みんなに共通して言えること

でした。そんなパフフルな子供たちの、発表会本番での超緊張した姿は、これまた忘れる

ことのできないことであります。その超緊張した姿を見ているクラスの先生の涙を見てい

ると、自分が一生懸命に教えて、伝えようとした努力は、子供たちや、他の先生にも伝わ

つたのかなと感じることができました。

人間らしさについて考えたことはありますか ? 今回の旅では、その人間らしさを心で

感じることができたのだと思います。それは、人間が「心」を持っている生物であり、そ

の「,い」にある優しさや、感謝の気持ちを相手に伝えることができることであると勝手に

思つています。でも普段、「物」が溢れている世界に生き、その「物」に頼つて生きてしま

つている自分にとつて、そのことを実感することは簡単なことではなくなつているのかも

しれません。フィヅピンでは、その人間らしさをホームステイや、学校で出会った現地の

人達とのふれあいを通して気づかせてもらえたことが、自分にとつて大きな宝物になつた

と感 じます。フィリピンの空港に降り立った時に感じたあの臭さは、フィリピンの人々の

強い絆から発せられていたのではないでしょうか。今でも聞こえてくる、あの小学校の朝

礼での子供たちの歌声、アコ～フィリピ～ナス、アコ～フィリピ～ナス.…
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5)初体験 !

畷 千賀子

「今、この時点が終わりではなく、始まりなのです。」そう、こ

のプロジェクトを支えてこられた先生方は口を揃えておつしゃら

れる。経験したからこその言葉であり、学生への愛情・期待が感じ

させられる言葉でもある。

自分自身を新境地へ導くためのステップとして「国際参加」プロ

ジェクトに参力日した。大学に入り、ずつと続けていたバスケットを

やめ、それに伴つてだらだらと毎日を過ごすようなことだけはした

くないと思つていたが、特に何もなく過ぎる毎日の中で「このまま何事もなくていいのか」

と考えるようになつた。物足りなさを感じたのだ。やるならとことん、自分にも他人にも

ためになることをやろうと思い、参加を決意した。“今まで自分が経験したことのないよう

なことに挑戦する。"こ れもまた参加を決意した理由の一つだ。

出発 口当日から4日 間、初の海外にして初のホームステイ。先生は「現地に慣れるため

だ」と言 うけれど、本人は緊張で変な動き、そわそわ。しかし、初 日が夜だつたからこそ

戸惑いもなく、意外にすんなリファミリーになれたのかもしれない。

しかし困難は訪れる。フィリピンの言葉は地域によつて違いがみられ、公用語として英

語が使われている。教育現場でも小学校から英語が必須だ。フイリピンに比
べて、中学校

からの英語教育をおろそかにしていた私にとつて、フィリピンの人との会話能力は限りな

くゼロに近い。しかし不思議なもので、伝えようと努力すると解ってくれる。顔の表情、

身振り、手振り。特に用意していって良かったと思うのが、ノー ト。わからない英単語、

聞いてみたいこと、絵を書いて説明したり、時には似顔絵を書いて遊んだりもした。

ホス トシスターであるATE DEBOは 21歳にして既に結婚していて、子供が 2人いる。

日本語に興味があるらしく、「日本語を教えて !」 とよく質問してきて、いくつかの単語を

書き残してきた。ホス トブラザー (兄)であるKUYA DEXは 24歳で、近々日本に働き

にくる予定だ。もう1人のホス トブラザー (弟)D・ 」は 17歳でもう働いている。床が竹

でできている2階にいつも居るのがホス ト祖母 LO]払巧 フィリピンでは高齢者への制度が

整つているわけでもなく、家族がお年寄りを養 う。家族内での発言力は年上が持つている。

そして、女の人は大体 16歳で大人の女性と見なされ早くに結婚する人が多い。子供が多

いのもカ トリックで避妊しないことが少なからず関係していると思われる。多くの人が生
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活を助けるために諸外国へ働きに出ていて、庶民の生活はその人たちからの仕送りで成り

立っている (毎 日新聞社マニラ支局大澤支局長の話より)。 KL「YA DEXも これに同じ。こ

の国全体が仕送りで成り立っていると言つても過言ではないだろう。私がお世話になつた

家の内部は、日本とあまり変わらない印象を受けた。しかしびつくりしたのが、護美箱が

ないこと。ごみはというと、ちりとりの中か家の外へ。道路を歩けばいつもごみが目につ

く。現地の生活にも大分と慣れ、日が経つにつれてコミュニケーションもある程度とれる

ようになり、冗談も笑い飛ばせるようになつた。この4日 間で、「現地に慣れるためだ」と

言つた先生の言葉が改めて身にしみた。フィリピンの生活、家庭、問題、人間性の傾向。

全てを知るには至らないが、今後につながる情報のつかみになることばかりであつただけ

でなく、家族として温かく受け入れてくれたフィリピンの人達の心を見たような体験だっ

た。

さて次は、メインの目的地・マラバニャス小学校。先生や子供たちとご対面。毎朝フラ

ングセレモニーと国歌、体操に始まって、年前中4コマのリコーダー指導。昼食をはさみ

午後はジャパニーズアー トの時間が 2時間。昼からの時間は予定外の申し出によつて折り

紙を教えた時間が全体の半分以上だった。年前中の授業では、どのクラスも決定的な差は

なく、前日のリハーサルはどのクラスも見事なものだった。発表会では余裕を持つて子供

たちは臨むだろうと私は思つていた。しかし、発表会当日の朝の子供たちの顔といったら、

これ以上ないぐらいの緊張しまくつた顔で登場。緊張で失敗してしまったのか、舞台の上

で泣き出してしまった子もいた。発表会は無事成功に終わり、ほつと胸をなでおろしたの

も束の間、もう小学校を離れてしまう時がきた。最後には、小学校の先生方皆で歌を歌っ

てくれて、私たちと一緒に手をつなぎ、輪になつて互いに “ありがとう
力
と言つて幕を閉

じた。

このプロジェクトで、自分が考えていた以上の現実を目の当たりにした。フィリピンの

現状は庶民の生活である。その生活を体験できたホームステイ、音楽の授業や体育の授業

に手が行き届いていない学校教育に直接携わった小学校でのジヨーダー指導。自分にでき

ることは何だろう。 日本以外の国のことを真剣に考えたことは今まで一度もなかつた。参

加を決意した理由とは結果的にかけ離れているが、あの思いがあつたからこそ籠の外を見

られたと思うし、これから自分ができることを探してやっていけると思う。このプロジェ

クトを私の出発点としてこれからも励んでいきたい。
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6)初めての海外が僕に感じさせてくれたもの

井上 雅之

何もかもが初めての体験であつた。サンタローサでのホームステ

イ、海外の学生との交流会、アンヘレスでの地元小学生に対しての

リコーダーの技術指導、そして、フィリピンヘ、海外へ飛び立つこ

とすら私にとつては初めての体験だったのである。その初めての体

験の場がフィリピンであつた事を私は幸せに感じる。海外というも

のをまつたく肌で感じたことの無かつた私にとつて、今後、海外ヘ

の旅行や、生活がもし行われることになれば、すべてこのフィリピ

ンが基準となるだろう。それくらいに、フィリピンという国は、海外をまつたく知らなか

つた私に、とてつもない衝撃を与えてくれたのだ。

何度も言わしてもらつているが、私にとつて、このプロジェクト (第 4回 「国際参加」

プロジェクト)が初めての海外への渡航であつた。このプロジェクトに参加した理由とし

ても、海外を早く知りたいと言う思いが応募理由の大半を占めていた。私は生まれて 18

年間海外と言うものを知らずに生きてきた。そんな私にとつて、日本以外の国に出かける、

あるいは触れ合 うことが不安であったし楽しみでもあつた。しかし、現地に着くと不安な

ど何処へ行ったのか楽しい事ばかりであつた。

フィリピンという国を、文面や言葉で説明されてもイメージがつきにくかつたが、フィ

リピンで 2週間だけであるが、生活をしてみて、フイリピンと日本について考えさせられ

る事も多くあつた。

フィリピンの人々は日本という国に
j障
れを持っていたし、現地で走つている車やバイク

はほとんどが日本製である。フィリピンにいても日本を感じる事ができたし、こんなにも

近い関係にある国なんだと感じさせられた。それなのに私は、フィリピンの事をまつたく

知らなかつた。そんな自分が今までもつたいない生き方をしてきたのだと感じた。

自国を離れてみれば本当に考えさせられる事が多い。私はまだまだ海外渡航初心者。こ

れからは、今までのもつたいなかつた生き方を色んな国を訪れ、色んな事を感じ、経験し、

余りある生き方をしていきたい。初めての海外フィリピンは自分をそう感じさせてくれた、

ありがとう。
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7)フ ィンピン研修

南 寛子

「7520円 です。」おつりを握った瞬間、今買つたばかりの大き
なトランクと共に店の出ロヘダッシュした。出発当日になつて、不運

にもいきなリトランクがぶつ壊れた。私は泣きそうになりながら、真

新しい トランクの中へ溢れんばかりの荷物を詰め込んだ。

フィリピン空港に降り立った。空気のにおい、湿度、太陽の照り方、
ゴチャゴチャして不揃いな町並みに、大勢の人々。真つ白の歯にキラ

キラした瞳、端正な顔立ち、1人 1人よく見てみるとフィリピーナは

綺麗だと思った。とにかくすべてが私にとつて新鮮だった。

私はフィリピノ語はおろか英語もほとんど話せなかつたので、1人
でホームスティするのは不安でしょうがなかつた。しかし、ホス トファミリーは大変暖か

く私を迎え入れてくれた。次の日から私のフィリピンでの生活が始まった。年前中は研修
のみんなと活動し、年後は家族と過ごした。 日本から女の子が来たという事で、毎日沢山

の人々が会いに来てくれた。すごく嬉しかったし、みんなは異国から来た私に親切だつた。

だが、話したくても自己紹介以外はほとんど何も話せない。暗記していたはずの英単語が、
いざ話すとなると、頭の中から消えていく。沢山の感謝の気持ちと、それを伝えきれない

申し訳なさを抱きながら、ただ笑顔で表す事しか出来なかつた自分を悔やむ。しかし、毎

日何度も何度も私に会いに来てくれた 3歳の女の子、ジュネーヴは私がお風呂から出てく
ると、いつも髪をといでくれた。私はその子からコミュニケーションの方法は言語だけで

はない事を教わつたような気がする。夜になると、毎日の様にバイクに乗せてもらい、フ

ィリピンの町をドライブした。ライ トで照らされた教会や澄み切つた星空が本当に綺麗だ

つた。

後半はこのプロジェクトのメインである、小学生にリコーダーを教えるという行事だ。

リコーダーを珍しそうに手に取る子供たちは本当に嬉しそうで、こつちまで嬉しくなるほ

どだつた。 日に口に上達していく子供達を見ていると、絶対発表会までには上手く吹ける
様になつて欲しいと思う様になつた。つたない英語で繰り返し繰 り返し、指で反例しなが

ら教えた。発表会当日、全く吹けなかつた子供達が驚くほど上手になつていて、子供の力

はすごい事を知らされた。一生懸命吹いている子供達を見ていると、演奏の途中なのに涙

が出てしまった。フィリピンヘ来てよかつた。私は心からそう思った。

2週間はあっという間に過ぎた。私はこの旅で、自分の無力さや、価値観の相違、貧富
の差といつた数々の現実を見た。同時に人々のやさしい笑顔や日々の営みから、何か忘れ

かけていたものを思い出した気がする。今でも私は大好きなホス トファミリー、バイクで

見た星空、リコーダーを教えた子供達の澄んだ瞳を忘れずにいる。関空から家へ戻るバス

の中、行きに買つた トランクの代金は滞納していた電気代だった事を思い出し、電気が止

まつているであろう冷蔵庫の中のアイスを不憫に思い、急に現実に連れ戻された気がして、

私のフィリピンの旅は終わった。

あの子達は今でもリコーダーを奏でてくれているのだろうか。
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8)Maramttg salamat po
高木 宏明

今回参力日しようと思つたのは、前回のプロジェク トとは違つた体

験が今回でき、異国め文化や抱える問題を勉強できると思つたから

です。前半にホームスケイ、後半はリコーダー指導と文化交流とい

うことで、どれも自分にとつては初めてのことでした。

最初の 4日 間はサンタローサにあるそれぞれのホームステイ先

で過ごしました。私のホス トファミリーは両親と娘 (7歳)と いう

家族構成。日本では末つ子の私に初めて妹ができました。私のこと

を「kuya(ク ヤ)=お兄ちやん」と呼んでくれ、とても嬉しかつ
たです。一緒にバスケットボールや折り紙をして遊んだり、算数を

教えてあげたりしました。また、日本に住んでいた事のあるお母さ

んとは、日本での思い出や、夫や娘、この街についてなどの話をし

ました。お父さんはとてもやさしい人で、私が卒業して戻つてきたらフィジピンを案内し

てあげると約束してくれました。 日本とフィリピンの違いは、フィリピンではご飯を手で
食べます。私も家族と同じようにフィリピン式で食べていました。これは全然抵抗が無か

ったのですが、 トイレットペーパーを使わずに手で洗 うというフィリピン式の トイレだけ
は最後まで挑戦できませんでした。次にフィリピンに行くときはやろう

。・・かな ?

サンタローサ滞在中には現地の学校などを訪れ、同年代の生徒との交流をおこないまし

た。みんなすごく明るく、日本のことにすごく関心を持つてくれてとても有意義な時間を

過ごしました。

サンタローサからアンヘレスに移動し、 6日 目からマラバニャス小学校でリコーダー指

導と交流事業をしました。 リコーダーでは指のおさえ方から始めました。最初はもちろん
上手く音が出せないでいましたが、子供の能力はすごく、 5日 間の練習で演奏ができるま

でになりました。みんな夢中で吹いていて、純粋に取り組む姿は私たちも見習わなければ

ならないと思いました。授業最後に子供たちは歌を歌つてくれ、アクセサリーをプレゼン

トしてくれました。その時子供たちが泣いていたんですが、その涙がすごく素敵で、ちょ

つともらい泣き・・・。

交流事業ではポー トボール、大縄とび、折り紙などをしました。中でも折り紙が大好評。

一緒に折り紙を折り、完成すると子供たちは大喜びでした。

最後の 3日 間、私は体調を崩し入院してしまい、リコーダー発表会と市内観光などに参

加できませんでした。しかし、変な話ですが入院して良い経験をしました。入院中、多く

の方におさづけをしていただきました。天理教をよく知らない私は、正直それまでは
「祈

つたからつてどうなるの ?」 と思つていました。しかし、おさづけの度に体が楽になつた

のを実感した時、その力を知 りました。宗教の素晴らしさを入院によつて学ぶことができ

ました。

今回のプロジェク トで仲間も増え、家族も増えました。また、多くの温かい人と交流し

たことで今まで自分がアジアの国々を「同じ地域の国々」として見ていたつもりが、実は

「発展途上の国」という上下関係のような見方をしていたことに気づきました。今回の経

験は、将来の自分に大きな影響を与えることになると思います。

今回お世話になつた現地の方々、引率の先生方、ありがとうございました。そして、ず

っと一緒に活動してきた心優 しいみんな、ありがとう。ホント感謝しています。
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9)野田麻美がフィリピンで出会った 。・・

野田 麻美

今回、私が参加した国際参加プロジェクトは、ホームステイと

現地の小学校で、リコーダーを教えるというものでした。プロジ

ェクト内容を知り私は、音で人と人が繋がるなんて、すごぉ～く

素敵な事だなぁと思い、参力日を希望しました。

いざフィリピンの地に足を.… とても暑い !! 梅雨のような
ジメジメ !! じわじわつとくる汗。これが最初に感じたフィリ
ピンです。

ホームステイは東本大教会の上田先生のご協力で 4日 間あり

ました。私がホームステイした家の主レティママは、天理教とキ

リス ト教を信仰する元気なおばあちゃんです。家の敷地内にはレティママの娘、息子、そ

の子どもたちも住んでおり、とてもにぎやかでした。私が、みんなの家に遊びに行くと必

ず私の大好きな BEATLESの曲を大音量にして、紅茶に菓子を出してくれるのです。フィ
リピンの人たちには、おやつの時間が絶対にあると聞いていたので、あっ、これかあ～つ

と何故か嬉しくてニヤけてしまいました。また、ホームステイで 1番、大変だった事はWC.
です。便器に便座がなく苦労しました。流す時は水洗ではないのでバケツに水をくんで流

すという用法でした。さらに一般の家庭では紙を使わないので困りました。けれどもフィ

リピンの人々の生活を味わえ、日本との生活の違いを比較することができて良かったです。

私たちの本当の目的を実行する小学校は、想像していたよりも大きく、生徒も多くてビ

ックリ !しました。リコーダーの練習は5日 間で行い、リコーダーを一から教える事は、

とても難しく時間もかかり、嫌になる事もあつたけれど、子ども達のキラキラな目に救わ

れました。本当、音楽つて言葉が分からなくても、気持が伝わり、心が繋がるものなんだ

なぁと感じました。

最終日のリコーダー発表の日、私はとても複雑でした。なぜなら、子供達は何もわから

ないままで、 5日 間の練習が始まり、個人差もではじめ、全員が完壁でない状態。そんな

中での発表、子ども達の顔がいつもと違い緊張感が伝わってきて、みんなの顔を見ていら

れなくなりました。演奏がはじまると子供達の一生懸命な姿に涙がボロボロでてきてしま

いました。その演奏は、完壁ではなかつたけれど、最高にbeautittl soundで した II 演
奏後の子供達の満足気な笑顔にまた、涙がボロボロでてきてしまいました。子供達にリコ

ーダーを教える事は、決して楽ではなかつたけれど、私達が真資1に伝えれば、相手も真剣

に答えてくれるんだなぁと思いました。すごく良い時間を子供達と過ごせて良かったです。

私は、大学生活の最後にこんな体験ができて本当に HAPPYです。大変お世話になつた先
生方に感謝いたします。あと、 12人の仲間にイキナガガラック・キタン・マキララ !!
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10)旅行じゃ出来ない 3つの体験
李 相雲

今回の「国際参加」プロジェクトで、私は 3つの大きな体験が出

来た。題名どおり旅行では決して味わえることのない、国際参力日な

らではの体験であつた。

初めての対面で、通じぬ言葉・家族皆で同じ部屋での就寝、何も

かもが初体験だった私にとつてホームステイは凄かった。私がよく

耳にするホームステイは、たいていヨーロッパの地域であつて、東

南アジアでのホームステイというのはあまり耳にしない。今回のプ

ロジェクトで私が一番興味を抱いたのがフィリピン・ホームステイ

だつた。確かに東南アジアというのはヨーロッパに比べて治安が良

く思われず、ましてや大学の行事でアジアにホームステイというのは一大事であるという

ことを参力日者一同、引率者や学校関係者の雰囲気を見て感じていた。天理大学には現在ア

ジア学科という学科があるが、アジアの国々ではホームステイを行つていない。ヨーロッ

パ・アメリカ学科では行つているようだ。そのようなことから、今回のホームステイは大

学にとつても大きな第一歩であるということを聞いて、私はそのプロジェク トの一員であ

れたことが嬉しく、また個人的にも素晴らしい体験をすることが出来たと思つている。何

よりもフィリピンという国に、もう一つの家族が出来たことが何よりの宝物になつた。

次に今回の目的でもあつたリコーダーの指導は、達成感というものを感じさせてもらつ

た。 日本でも指導者という立場になつたことのない学生たちが、フィリピンで必死に 1つ

のことを教えている。それも言葉が通じず、身振り手振りのジェスチャーで、はじめて吹

くリコーダーから1つの曲までを目標にと。引率者はもちろん、リコーダーの授業は学生

皆が本当に頑張つて、指導に励んだ。吹けるようになつた子も、吹けないままの子も、最後

は皆で発表会。フィリピンの子どもたちも、私たちも一生懸命頑張つて、みんなで 1つの

ことを完成させた。大変だつた 1週間、最後は本当に涙でいつぱいだつた。小学校での 1

週間は本当に大切な思い出になつた。

3つめの体験は、団体行動の際の 1人 1人の行動がとても大切であることを学べたことだ。

今回のようなプロジェクトの際に、決して 1人では何も出来ず全員でやり遂げることが重

要で、 1人でも道をそれるとそのプログラムは成功しない。 2週間のフィリピン滞在中に

肌で感じることを出来たことは、これから社会に出て行く私たちにとつては大きな収穫に

なつたことは間違いないだろう。

最後に、今回のフィリピンプロジェク トで私は本当に素晴らしい引率者と、そして本当

に楽しい学生たちと2週間を過ごせたことが何よりの思い出になつた。決して楽しいばか

りではなかつたが、本当にやりがいのある「国際参加」プロジェクトであつたと思う。
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11)フ ィリピンでの活動を終えて

宇田 知功

ある時にふと目にとまった、前回のインドプロジェクトの写真。

それらの写真を目にしたとき、半信半疑ながらも「このプロジェク

トに参加する」という思いが,いの奥にあつたことを憶えています。

正直、活動の地がインドではなくフィリピンであること、活動の中

心がリコーダーの指導であることを知つた時にはやめることも考え

ました。やめることを考えながら応募し、面接を受け、いつの間に

か研修を受けている自分に気がつきました。今思うと、そのような

フィリピンに向けての流れがあまりにも自然すぎて、辞めることが

できなかつたのだと思います。

私は出発の直前からある病気にかかつてしまい、出発 2日 前には一度、不参加という決

断をしました。しかし明くる日の出発前のミーティングの日、突然の回復に恵まれたこと

で一転、参加をもう一度決心することになります。このような両極を行ったり来たりとい

う動きは、現地でも続くことになります。

なんとか参力日にこぎつけたものの、全快ではないため前半 4日 間のサンタローサでのホ

ームステイはやめておいたほうがいいと思い、休養させてもらうことを先生方にも相談し

ていました。このプロジェクトの主要目的はリコーダー指導であることを考えると、ホー

ムステイはできなくてもプロジェク トにはそれほど支障がないのだから、後半のリコーダ

ーの活動に参加することの方が大切だと考えてのことでした。しかし、その決断もホス ト

ファミリーの方に会つた瞬間、一転してしまいました。挨拶だけでも、と思つて会った瞬

間に、ここでホームステイを断ることは自分の気持ちに反することに強く気づかされまし

た。今まで経験したことのない生活がここにあると思つただけで、断ることなどできませ

んでした。そして、自分にこのような未知のものに対する好奇心があることも新鮮な驚き

でした。その後のプロジェクトの活動に支障がでるかもしれないという不安を押してでも

ホームステイするという選択をした理由はそれだけで十分でした。それからの 4日 間は心

身ともに大変ながらも、充実した濃密な時間を過ごすことができました。最終日にはとう

とう力尽きて寝込んでしまうことになりましたが、ホス トファミリーの方も家族の一員と

してとても心配してくださり、ホテルや病院ではなく、"家演 'に見守られて療養できたこと

は幸運だつたと思えます。すこし表現がおかしいかもしれませんが、そのような恵まれた
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環境にあつたからこそ、心おきなく体調を崩すことができたのではないかとさえ思います。

サンタローサを発つときには皆が別れを惜しみ、涙も見られました。たつた 4日 間とい

う短い時間でこれほどまでに人と人は近づくことができるのかという素朴な驚きとともに、

いいようのない寂しさを感じていました。

後半のマラバニャス小学校での活動はホームステイよりもきついスケジユールの中、完

全な体力勝負となりました。年前中に 4限、年後に 2限、ホテルに帰つてミーティング。

前半はメンバーがバラバラに過ごすことがほとんどでしたが、今度はメン
バーそろつての

活動。先生方も含め、皆個性の強い十数名でのミーティングや活動。予定通 りにことが進

まないという苛立ちと、日々の疲れのなかで、ミーティングがうまく進まないというよう

なことが生じてくるのも仕方のないことでした。それでも誰一人として問題を投げ出すこ

となく、初日から問題が浮き彫 りにされたことで、逆にその問題を軸にしてメン
バーの和

が生まれてきたのだと思います。

この間、再び出発前の病気が再発し、心配をかけてしまうことがありましたが、皆の思

いに支えられ不思議と快方に向かい大事には至りませんでした。しかし、残念なことに途

中 1名 が体調を崩し、活動に参加することができなくなりました。 1人を欠けたままの活

動は思つたより大変で、メンバー 1人の重さというものを強く実感することになりました。

小学校での活動の最終日、誰も正確なプログラムを知らないという日本ではありえない

ような適当さが漂 う雰囲気の中で、歌や踊り、そしてリコーダーの演奏が順に行われまし

た。自分たちの教えたクラスの演奏は、見ていて自然と顔がほころんでしまいました。

一緒に帰国できるかどうか心配されていた 1人のメンバーも、出国時には合流すること

ができ、最良の形でプロジエク トの全てを終えることができました。後半の活動で体調を

崩し回復に向かいながら「今無理をしない方がいいのではないか」という不安に襲われた

ときにも、“今できることを今する"と いうメンバーの姿勢に支えられ、結果、最後まで活

動に参加することができたのだと思います。またそのような姿勢で活動できたからこそ、

反省することは多くあれど、後悔することなくやつてこれたのだと思います。

残念ながら参加することのできなかつた 1名 を含め、メンバーに支えられること、教え

られることの多かった今回のプロジェクト。メンバー 1人ひとりに感謝するとともに、こ

のメンバーで活動することができたことに感謝します。そして、引率の先生方、現地で活

動を支えてくださつた方々、ホス トファミリーの方々、大学関係の方々に感謝します。
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12)第 1回から国際参加プロジェクトに参加し、私が得たもの

西村 俊祐

今回の「国際参加」プロジェクトは、私にとつて、4度 目の参

加となりました。インド、フィリピンで、私は日本では考えられ

ない貧富の差を目の当たりにし、宗教、文化の違いを体で感じて、

日本や自分の周りのことだけでなく、世界に目を向けるようにな

りました。そして、このプロジェクトに参力日したことで、現在の

先進国と呼ばれる国々に富が集中し、途上国と呼ばれる国々が貧

困に苦しむ世界の構造に、矛盾と憤りを感じました。他人事では

なく、自分のことのように思え、私にも「何かできることはないか」、むしろ、「何かしな

くては」と思えるようになりました。また、自分が恵まれた生活をしていることに感謝す

るようになりました。

インド、フィリピンの人々と共に活動し、生活する中で、言葉や宗教、文化、国の違い

を越えて、人と人は心が通じ合えることを知りました。そして、天理教の教えである、「世

界一れつ兄弟Jの教えを改めて実感しました。また、このプロジェクトの理念である、「他

者への献身」に基づいた活動の中で、人のために尽くすことの喜び、人のために尽くし、

自分が成長していく喜びを味わいました。

私は、 1回生の時から4回生の今に至るまでこのプロジェクトに参加し、ただ大学に通

つて講義を受けるだけでは、絶対にできない体験をさせてもらい、充実した大学生活を送

ることができました。また、このプロジェクトでの体験を通して、色々なことを学び、色々

なことを考えさせられて、自分自身を見つめなおす事が出来ました。私は人として大きく

成長させてもらい、自分の将来の目標まで見つけることが出来ました。私は、このプロジ

ェク トに4年間参力日できたことを誇りに思つています。そして、このすばらしい 「国際参

加」プロジェクトを企画し、 4年間、さまざまな貴重な経験と、知識、ア ドバイスを下さ

つた井上先生、このプロジェクトを陰で支えて下さつた、おやさと研究所、地域文化研究

センターの先生方に、心から感謝します。

ありがとう。
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6.引率者の報告
1)引率者の視点から一成長と課題を中心に一

金子 日召

はじめに

フィリピンでの第4回「国際参加」プロジェクトは、私にとつても大変

印象深く、有意義な体験であつた。2週間近くの間、外国で学生諸

君と寝食を共にしながら活動するというのは、15年にわたる教員生

活で初めてのことであり、教室では見られない学生たちの生き生きし

た姿に接して、こちらも大きな元気をもらつた思いがするのである。

本稿では、とくに引率者の視′点から、今回のプロジェクトの成果や

反省点、これからの課題について考えるところを述べてみたい。

1.成果
「国際参加」プロジェクトは、教学協働と他者への献身を三本柱とした海外ボランティア実習であ

る。今回、前半ではサンタローサにて現地の天理教東本出張所関係者の方々の協力を得ながら、

現地の家庭におけるホームステイの交流を深め、後半はマラバニャス小学校でのリコーダー指導と

いう「技術移転」も成功し、この二本柱は確実に達成された。

まずホームステイでは、何よりも学生たちが文字通り家族の一員として、各家庭の中に溶け込むこ

とができ、フィリピンを身近に肌で感じてもらうことができた。また交流活動についても、エイ
ペック・

ハイスクール、職業訓練学校、PUPとの充実した交流を行うことができた。

そしてマラバニャス小学校での活動においては、リコーダー演奏指導の所期の目的を達成し、演

奏会を成功させた。リコーダー350本はじめスポーツ用具等の寄贈もできた。折り紙やスポーツ指

導も、語学の壁や雨天等の問題を乗り超え、学生の創意工夫により、うまくこなせた。学生たちが積

極的に子供たちの中に飛び込み、熱心に指導している姿に連 日接し、私は正直深い感動を覚え

たし、天大生をあらためて見直したものである。

学生たちにとつての (また私自身にとつても)最大の収穫は、フィリピンの人々からあたたかい歓

迎を受け、心尽くしのもてなしを受けながら、濃密な人間的交流ができたことであろう。今回の活動

は、おそらく学生生活で最も感銘深い思い出になつたのではないだろうか。

2.成果の要因

このような成果が挙げられたのは、何よりもまず現地の天理教出張所 (マニラ・サンタローサ)、 現

地NGOのUCFによる支援態勢が充実していたからである。また今回、アンヘレスでの活動では、

リコーダー指導という企画が完成された型としてあつたため、その型に即した形でこれを実行するこ

とが可能であつた。そして各3回にわたるリコーダー研修・フィリピン語研修を含め、事前研修に時

間と手間をかけたことが挙げられる。

12名 のメンバーも、互いに足りないところを補いあい、助け合いながら、チームヮークを達成でき

た。英語がとくに傑出してできた者がいないために、かえつてそれが良い結果をもたらした。各人が

それぞれ努力して子供たちとの交流につとめることができたからである。このメンバーは同窓会を開

けるほど、深い結びつきができたよう1こ思う(実際、帰国翌々日には全員が揃って打ち上げ会を開
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き、2次会はカラオケ大会になつた)。

学生と引率者の関係も、概してきわめて良好であった。引率者3人態勢で臨んだため、学生への

ケアはかなり行き届いたと思う。とくに学外からの女性スタッフは、本学出身の大学院生の許容敏さ

んにお願いしたのは大正解であった。メンバーの中にすぐに溶け込み、カメラマンとして活躍し、ま

た教員と学生の間を取り持つなど、献身的に尽くしてくれた。

3.反省点

もちろん反省点がなかつたわけではない。ホームステイでは、ホストファミリーの好意もあつたが、

学生たちが町内を離れた遠出をしてしまい、出張所で予定されていた活動に参加できないという

一幕もあつた。このあたり調整は難しいだろうが、原則は堅持してほしいところだ。

マラバニャス小学校では、当初予定されていたボンガが建設できなかつた。現地での上むを得

ない事情 (毎 日のよう1こ降るスコール、年前4時間午後2時間のタイトでハードな時間割をこなすの

で精一杯だつたことなど)もあるが、担当学生と引率者の連絡不備があり、道具がその場で揃わず、

両者の間でいささか気まずいやりとりもあつた。

連日の活動で体調をくずす者も出てきた。これは、精神的・肉体的な過労が大きな原因なので、

各自じゅうぶん気をつけていただきたいと思う。元気になつたと思つても、活動には徐々に復帰する

ぐらいが良い。引率者としても、今後はそのように指導したい。

4.これからの課題

何よりもまず、各自が自らの体調管理をしつかりとすることが大切である。自分の体力を過信せず、

しつかりと休養を取るように。2週間にわたる濃密な交流や活動は、引率者にとつても得難い充実し

た体験ではあるが、それなりに負担もあるのも事実である。今後は、活動期間の短縮、活動内容の

軽減なども視野に入れるべきであろう。

次に、口頭伝達には行き違いや間違いが少なからず発生してしまうことが挙げられる。文書やメ

モ、あるいは複数のメンバーで復唱するなど、確認態勢をしつかりすべきであろう。「言つた」「言わ

ないJ、 あるいは「聞いた」「聞いてない」は、禁句にすべきである。また指揮系統もあいまいにしな

い一方で、とつさの事態にも柔軟に対応できる姿勢が望まれる。

第31こ、緊急時の対応について、現地スタッフとの密接な協力関係が不可欠であることを、あらた

めて痛感した。また、女子学生の参加もあるので、たとえ病院に入院などという緊急事態がなくても、

女性スタンフの参加はぜひとも必要である。教員と学生とは立場の相違から溝が生まれやすいが、

両者の間を取り持つ役割の方に加わつていただくことで、グループ全体が和やかな雰囲気になり、

一手一つの力を出せることが分かつた。

おわりに

先述したように、「国際参力日」プロジエクトは、海外ボランティア実習という意味で 1つ

の教育プログラムとしての位置づけを有している。学生たちは皆口々に、またフィリピン

で同じ活動をしたいと言つてくれた。これは、とても嬉しいことである。しかしながら、

これだけが海外協力ではないし、もつと他の国や地域でもなすべき支援活動がたくさんあ

るはずだ。学生諸君はこのレベルで満足するのではなく、今回の活動を通じて得た体験知

や問題意識を大切にしながら、今度はそれぞれが次なるステップに踏み出してほしい。
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2)フ ィリピンでのはじめてのホームステイとヅコーダー指導はいかがでしたか ?

澤山 利広

TEREX(Terlri un抒erstty Recorder&Exchange Pr"eCtの略)'04は、「教学協働」によ

る「他者への献身」を目的としたフィヅピンでの「国際参加」プロジェクトです。「教学協

働」とは、教職員と学生が天理教学と他の学問との学際的交流を基盤に、共通の目標の達

成を目指す国内外での実践活動です。このような趣旨に基づいて 4月 と6月 にフィリピン

に赴き、現地事前調査を行いました。各方面の協力の得られる目処が付きましたので、学

内で募集・広報・選考を行い、13名 をTEREX04の メンバーとしました。出発前にはサン

タローサのバランガイ (最小行政区)の人々とアンヘレスの小学生の笑顔を思い浮かべな
がら事前研修や準備作業に励んできました。残念ながら1名 が出発直前の発熱で不参加と

なつてしまいましたが、研修と事前準備段階での彼女の貢献を忘れることはできません。

フィリピンではその成果を遺憾なく発揮することができたのではないでしょうか。サン

タローサでは、フィリピン人学生との交流会やジプニー乗リナ場でのゴミ拾い、そして各自

がホームステイ先で家族の一員として何らかの役割を担いました。私もホームステイをし

ながら市井の人々の生活を垣間見ることができました。特に印象に残つているのは、天理

教出張所の方々に同行して家庭訪問をさせていただいたことです。糖尿病で体の自由が利

かないおばあちゃんや男手のない一家を支える老婦人の声に耳を傾ける布教の姿に、助け

を必要とする人々の心に寄り添うことの大切さに気づかされました。

アンヘレスでは連日、予期せぬ事態が展開する中で、現地の人々の参画も得て、無事に

発表会を終えることができました。国際協力に従事したボランティアは、よく“I got much

more than l could give."と 言いますが、今回のプロジェクトでもこの言葉を実感していま

す。

学生メンバーの皆さんは、それぞれのテーマを持つてフィリピンに赴きました。 21世
紀最初の夏のオリンピックの最中に実施されたTEREX04が 、4年毎に人の輪の拡大と自己
の成長を振り返る原′点になつていれば嬉しい限りです。

最後に、リコーダー等をご提供いただいた方々、後援会、学内外の皆様のご支援ご協力

に感謝いたします。引き続き、本プロジェクトヘのご助力を賜りたくお願い申し上げます。
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3)フ ィリピンで思つたこと

許 容敏

第 4回 「国際参力日」プロジェクトに、スタッフとして
参加し、短期間ではあったが、フィリピン人家庭でのホ
ームステイ、マラバニャス小学校におけるボランティア

など、後世忘れられない貴重な体験をさせていただきま
した。

そのときに考えたことを、少しばかり述べてみたいと

思います。

言葉の壁を超えて

フィリピンに出発する前の日、台湾の友人から「フィリピンに行くの、あそこは治安が

悪いよ。気をつけてね」という電話がありました。私は治安については、それほど不安は
感じませんでした。それよりも気にかかつていたことは、言葉が通じない場合どうしたら
よいだろうか、ということでした。フィリピン語もさることながら、英会話も自分では不
十分だと思つていたからです。
でも、私の後輩にあたる学生の皆さんのケアをするという責任もあり、皆と同じように
ホームステイをすることも大切なことだ、と感じたので勇気を出すことにしま した。
前半 4日 間のホームステイ初日は、さすがに不安でした。どうしたらよいのでしょう。
だが、案じることはありませんでした。一家の主は、今年 66歳になるおばあさんで、息
子夫婦と孫娘の 5人家族です。おばあさんは表側の部屋に 1人で住み、息子たちは奥の小
さな部屋に住んでいるのですが、私がいる間おばあさんは息子のところで寝泊まりしてい

ました。

面白いもので、日常の生活は笑顔と身振りで何とか通じます。が、やはり言葉の壁は厚
く、高齢者の問題とか、環境問題とか、家族のことなどをうまく尋ねることができません
でした。

司馬遼太郎の『街道を行く』シリーズに『台湾紀行』がありますが、これを読むと 司馬
さんは台湾に取材に行くにあたつて、台湾に関する文献・資料を徹底的に集めて読まれた
ということです。私もフィリピンに関する資料をいろいろと読むべきであった。またタガ
ロク語を、もう少ししつかりと学んでおくべきであつたと、あらためて考えた次第です。

フィリピン人の生活

私が宿泊した家は、付近にある家より比較的綺麗な家でした。その家はおばあさんの部
屋もシャワー室も清潔ですが、息子たちの部屋を見たときは、ちょつと驚きました。ベン
ドは 1つだけ、部屋の中は裸電球で薄暗く、机も箪笥もないのです。家族の服は、紐に掛
けてぶら下げています。

私は、孫娘と友達になるため、彼女の髪をお下げに編んであげることにしました。私は
来日前、美容師をしていましたし、今でも技術には自信があります。こういうところから

家族の皆さんと親しくなれるかな、と思いました。一所懸命に櫛を入れても、髪がもつれ
てしまい、なかなかとけません。それでも力を入れて、何度も何度も杭いたところ、やっ

とうまく編みあがりました。そのときの私の喜び、そして孫娘たちの嬉しそうな顔と言つ

たら ! それは本当に可愛いものでした。こうした小さな出来事などから、私はフィリピ
ンの家庭生活の一端を垣問見ることができたのです。

く
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1992年 (平成 4年 )5月、台湾政府はタイとインドネシア、 フイリピンからの労働
者の入国を許可しました。台湾では、特に幼児や老人の世話をする 15歳から20歳前半
のフィリピンのメイドさんは、今や不可欠な存在となつています。フイリピンの若い娘た

ちが外国に出稼ぎに行く理由も、なるほどなあと、少し理解することができました。

学生たちの真剣な活動

後半の活動のため訪間したマラバニャス小学校では、教室は狭い上に、窓もガラスでは

なく、窓枠にただ幅の狭い、薄い木の板を何枚も斜めに並べたものでした。しかも、壊れ

たところは補修もされていません。薄暗く空気も蒸 し暑く澱んでいるので、教室に入つた

途端に汗が滲みでてきます。私は写真撮影を担当しつつ、学生たちの体調にずっと注意し

ていました。

学生たちは、汗びつしよりになりながら、一所懸命にソプラノ・リコーダーの指導をし

ているのです。みんな本当によくがんばつている。「一所懸命がんばつている姿つてとても

素晴らしい、本当に美しい姿だなあ」と、心から感動した次第です。

フィリピンの言語教育

フィリピンの住民は、ピザヤ、タガログ 2部族をはじめ、背の低いアエタ族などを含め

ると、数十種を数え、言語は八十数種にのばる多言語国家といわれています。学校教育、

特に小学校の教育は何語によって行われているのだろうか。フイリピンと同じく多言語国

家である台湾に生まれ、台湾の高齢者の言語学習に関心をもつ私にとっては、とても関心

のある問題です。

フィリピンは、 16世紀以来スペイン領、米西戦争の結果、 1901年 にはアメリカ領
となり、 1946年 にはフィリピン共和国として独立しました。アメリカの統治下で教育
が目覚しく普及したことはよく知られています。アメリカ領になつてからは、フィリピン

における小学校教育はすべて英語で行う方針となり、小学校をでていれば誰でも英語が使

えるように、ということでありました。現在は、英語とフイリピン語 (タ ガログ語を基礎

としたもので、 1937年 に国語として承認された)で授業が行われています。
私は、マラバニャス小学校では英語の授業だけを参観しましたが、 1・ 2年生の授業に

は生徒は黒板から単語を写すだけで、先生の説明は何もありません。 3年生になると、全

員が英語の授業を受けることになるようです。地理・歴史のテキス トはフィリピン語、授

業での説明はできるだけフィリピン語で行います。ただし、英語・数学のテキストは英語、

授業での説明は英語で行つています。

教育言語をフィリピン語に限つたということは、言語を統一し、共通語を築きたいとい

う強い意志の表れです。また、英語教育をアメリカ領時代より継続 してやつているのは、

フィリピンでは科学技術はもちろん文学、立法、行政等、情報のほとんどすべては英語を

知らねば接近できないという状況にあるということ、また国際化時代に必須で欠くべから

ざるものであるからでありましよう。

台湾の場合は、「郷土言語」を次の世代に継承するために 1991年 以後は、小学校 1年
生から中国標準語 (北京語)と共に、間南語、客家語及び原住民の言語を各自が選択して

学習することなっています。フィリピンと台湾とでは、言語教育がこれほど違うことを知

り、とても参考になりました。

私は、大学院では、台湾の生涯教育のテーマについて取 り組んでいます。フィリピンで

の具体的事例について触れることができて、台湾と比較したりして、おおいに刺激になり

ました。今回のプロジエクトを通じて、はからずも、多言語国家における言語教育問題に

ついて考える機会を与えて頂きました。このことを深く感謝しています。
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7.「国際参加」プロジェクト報告書刊行に寄せて

天理教東本サンタローサ出張所代表 上田 和興

現代の日本人、取り分け若い人々にとってアジアの国々の中には、身近な存在ながら、

日本人にとってはあまり関心のない国が多いように思われます。今夏、サンタローサに天

理大学の学生さんがホームステイをしたいと聞き、耳を疑いました。こんな所に超文化的

な生活をされている学生さんを迎えられるだろうかと思つたのであります。金子先生、澤

山先生の柔軟な国際感覚に敬意を表します。

私たちは十年前に始めてこの地を訪れ、布教を開始することになりました。二箇所に出

張所を設け、現在では 70～ 80のおたすけ先がありますが、日本の若い人々を迎えてく

れそうな家は数えるほどで、ほとんどの家庭では自分たちが生活するだけで精一杯のスペ

ースしかない状態です。しかし、ここが良いとおつしやるので、精一杯の準備でお迎えす

ることになりました。学生諸君には戸惑われたことでしよう。同じアジアの中にこんなに

生活格差がありながら、元気に暮らしている人々が居るということが実感できただけでも

大きな経験になったのではないかと思います。

天理大学の皆さんがお見えになつたお陰で市長さん、大学の校長先生などとお会いし、

当出張所の存在が大きくなりました。今後は一日も多く人としても、サンタローサの文化

活動の中にも飛び込んで生きたいと考えています。勿論そのような事は、以前より考えて

いたことではありますが、きつかけをお与え頂いたと思つています。天理大学の学生諸君

が今回のような目的の為に海外の地を訪れて下さる事は、受け入れる側にとっても意義の

ある事と申し上げておきます。

さて、天理大学の創立の目的はご存知の通りですが、私が大学生の頃には、在学中に海

外渡航経験を持つという事は、ほとんど不可能でした。現在は本当に良い時代になったと

思います。しかし、学生諸君が海外で学びたい事、行動したいこと、又、外国の方々に理

解 して頂きたいこと、伝えたい文化、思想等を持つことが今求められていると感じます。

これからも、このプロジェクトが継続されてゆくならば、そのような意味を持つたもの

にして頂きたい。更には、訪れた土地と有機的な関係を続 くような動きになればと、陰な

がら声援を贈 ります。

末筆ながら、学生諸君が礼状や写真をお送り下さり、中には誕生プレゼントまで贈られ

た方もありました。頂かれた方々は大感謝です。サンタローサのホス トフアミリーの方々

に代つて篤くお礼を申し上げます。有難うございました。
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「国際参加」プロジエクト報告書刊行に寄せて

天理教フイリピン出張所長  山岸 精治

この度は、「国際参加」プロジエクトを当地フイリピンで実施いただき誠にありがとう
ご

ざいます。サンタローサ地区でのホームステイにはじまり、 1991年 のピナツボ火山噴

火の被害からまだ復興しきれていないアンヘレス地区にある小学校でのリ
コーダー指導、

事前に日本国内にて、リコーダーの練習また現地でコミユ
ニケーシヨンを考える上から、

フィリピン語の研修をされて臨まれました。地道な活動で、形としては短期間では成果
が

見えませんが、どちらの地域のこどもたちにとつても、将来の大きな夢と希望を与
えてく

ださったと確信しております。

当初このプログラムの担当の先生から電話をいただいたおり、「今年はフイリ
ピンで国

際参加プロジエクトを企画しております。このプログラムは当大学の建学
の精神に基づい

て企画されております。」とのことでした。私は、はつとしました。最後の部分、陽気ぐら

し建設に寄与する人材………しか浮かんでこなかつた。卒業生としてこれは申し訳
ないこ

とだと、今一度天理大学の建学の精神が掲載されていそうな本を探し出し、読み直してみ

ました。

親神は、「陽気ぐらし」を共に楽しみたいと思召されて、人間世界を創造された。教祖
は、

この元なる親神の存在と、世界一れつきようだいの真実を明かし、「ひながた」
の道を通し

て、互いにたすけあう生き方を示された。本学は、教祖の教えに基
づいて、「陽気ぐらし」

世界建設に寄与する人材の養成を使命とする。

そしてこの建学の精神を読み返しているうちに、いま一つ復元という言葉が思
い浮かん

できました。このお言葉は、二代真柱様が生涯を通しておつしやつたお言葉です。元
に復

する。教祖御一人のひながたにもどるということ。天理大学が建学された当初
の精神に立

ち返り、その精神に基づいて計画をされたプログラムであるということ。
つまり、互いに

助け合い陽気ぐらし建設に寄与する人材養成の為のプログラムであると
いうことが、元に

なつているということでした。約 80年脈々とその精神が引き継がれ、活動の中に生かさ

れていることに、感動をし、卒業生としてその精神を忘れずに御用に
つとめさせていただ

こうと、あらためて誓つた次第です。

フィリピンに着いた日の顔と、プログラムを終え帰国する日の学生諸君の顔は明らか
に

違つて見え、たくましく輝いておりました。そして、当地で一生懸命布教し
ている教友た

ちに迷惑をかけてはいけないという思いから、禁酒禁煙を誓い実行してくださ
つた学生た

ちに感謝し、刊行に寄せての言葉とさせていただきます。ありがとうござ
いました。
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8.ハ ロハロの国フイリピンヘ !

天理教海外部翻訳課フィリピン語班 濱田 誠

よくフィリピンはハロハロの国だといいます。深めの器にかき氷を入れ、様々なフルー

ツ、カラフルな豆、ウベという芋を練つたもの、アイスクリームなどをのせ、そこにコン

デンスミルクをかけたものです。しかし、このままでは本当の意味でハロハロとは言えま

せん。それをスプーンでぐちゃぐちゃにかきまぜてから食べるのです。

ハロハロの語源は、フィリピン語の「混ぜる」という意味の「ハロ」を 2回繰 り返して

強調させたつまり「ごちゃまぜ」という言葉から来ています。器に入ったものをぐちゃぐ

ちゃにかきまぜて初めて「ハロハロ」なのです。そう、フィリピンは「ごちゃまぜ」の国

なのです。いろんな地域の影響を受け、それを自分達のものとして取 り込んで形成された

社会、文化、風俗、それがフィリピンにあるのです。アジアっぽいところ、アメリカっぽ

いところ、ラテンののりをかんじる面、スペインっぽい面、中国風。訪れた場所や地域、

出会った人、状況によっていろんな面が見えたと思います。また、同じシチュエーション

でも受け取る人間によって、感じ方もちがったかと思います。

出発前に計 3回にわたる事前研修会で、フィリピンに関して或いはフィリピン語の挨拶

を教えさせていただきました。また、インターネットや図書館でいろいろ情報を得た人も

いると思います。しかし、みんなが直接コミュニケーションの中で覚えたいろいろなフレ

ーズ、更に、出会いを通して見たこと感じたことの方が強く印象に残つていると思います。

人それぞれで感じ方は様々でしょうが、一人ひとりが向こうで出会った人、手に触つたも

の、体験したことから感じたその思いを大切にしてほしいです。そして、それが一人ひと

りの人生、生き方、今後の進路に活かされてこそ、今回のプロジェクトが意義あるものだ

つたと言えると思います。

また、何か行動を起こすということは、その実現の為に多くの人の協力を必要とします。

大学の先生、リコーダーを教えてくれた先生、ホス トファミリーとなったサンタローサの

みなさん、訪問を受け入れてくれた学校・施設の方々、アンヘレスの子ども達、裏方にま

わつてこのプロジェクトを支えてくれた方々。いろいろな人の協力、支援があって、この

「国際参加プロジェクト」が出来たのです。多くの人にお世話になったことに対して感謝

の心を忘れず、そこで得た感動や喜びを今度は多くの人に伝える、それが大事だと思いま

す。

フィリピンから帰国後のみんなと話をする機会を得ましたが、みんなは、ああだった、

こうだつたと本当に嬉しそうに楽しそうに話ししてくれました。私には、ありがとうの言

葉そのものよりもみんなの笑顔が嬉しかつたです。あの笑顔をもつともつとたくさんの人

にみせてやってください。フィリピンの輪を広げていきましょう !!!
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9。 リコーダーとの出会い、そ して 。・・

天理中学校教諭 米田 道治

私が初めて「 リヨーダー」と出会つたのは小学校 4年生の時でした。当時の音楽の授業

は、小学校ではハーモニカ、中学校でソプラノリコーダーを用いていました。母親の実家

に帰省した時、やはり帰省していた 1つ上の従兄弟と一緒に、リコーダーを買つてもらつ

たように記憶しています。そのお兄ちやんは東京に住んでいて上手にリコーダーを吹いて

いました。私も面白半分に吹き始めたのをよく覚えています。今から思えば「タンギング」

も知らずにただピーピー吹いていただけでしたが、お兄ちやんのように上手になりたいと

思つてました。日が過ぎて中学校に入学。他の連中よりも早くからリコーダーを持つてい

たからか少し上手に吹けるのが嬉 しくてますます吹きました。音楽の授業で初めて「タン

ギング」を習つて感激したのも懐かしい思い出です (笑 )。

中学校では「水泳部と柔道部と吹奏楽部には絶対に入らない」と決めていた私でしたが、

気がついてみると吹奏楽にはまり、音楽の教師になってしまつていました。今もドップリ

とはまつたまんまです。

今回、大学生のみなさんに教えて欲しいという依頼を受けて本当は困つていました。 プ

ロジェクトの主旨には大いに賛同したのですが、何をすればよいのか見当がつきませんで

した。何せ普段は中学生相手に、教えているのか怒つているのかわからないようなことを

して遊んでいるのですから。そんな時に思い出したのが、少しお話しましたが私自身が指

導を受けた「ある先生」のことでした。中学生みたいに何から何まで世話をしなくても、

自分たちで考えて行動できるのが大学生だ。悩まなくていいから自分も楽しみながらやれ

よ 。・・そんな声が聞こえてきました。

学生さんたちにとって私の授業がどうだつたかはわかりません。でも私自身は楽しく過

ごすことができたし、新しいいろいろな発見もさせていただきました。わずか 3回ではあ

りましたが (1回忘れてしまつたのは申し訳ない !I)、 ありがとうございました。腰もも

う大丈夫です (笑 )。 リコーダーのおかげでみなさんと出会い、リコーダーにも感謝せねば

なりません。

学生さんたちはこれからが人生の本番といつても過言ではないかと思います。積極的に

いろいろな活動をして素晴らしい道を創つていつて下さい。本当にありがとうございまし

た。「天理中学校吹奏楽部ホームページ (http7/www.sl.inets.jp/～ y‐ miciharu/)」 を運用し

ています。時間があればお越 し下さい。
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10。 寄稿―教学協同の教育プログラムヘの期待

天理大学 庶務部長  安藤 勇作

天理大学の「国際参加」プロジェクトは、本学が平成 14年度からの学部・学科の改組

や事務機構改革を進めていくなかで、おやさと研究所で立案したパイロットモデルをもと

に、互いにたすけ合う献身的体験を通して広く教養を増い、さらに「教学協働」の理念を

実践に移し、校名発揚と建学の精神を実践するプログラムとして、「インド西部地震救援協

働プログラム」という形でスター トしたのがその始まりである。どんな場合でもそうであ

るが、従来にない新しい発想に基づいたプランが提案された場合、色々な会議体で相当慎

重な議論がなされるものである。それが、学生参加による海外地域、しかも災害救援の活

動となればなおのことであり、関係者は学内並びに法人の理解を得るために、相当エネル

ギーを要したことと推察する。

その後学内と法人の承認を得て、現地での事前調査を済ませた後、教職員・学生に参加

を呼びかけ平成 13年 8月 に第 1回 目を実施しているが、当時地域文化研究センターはま

だ発足 しておらず、参加学生の単位認定も制度化されていなかった中でのスタートである。

その後、回を重ね平成 16年に第 4回 目として、実施場所もインドからフィリピンヘと変

わつた。参加学生も毎回替わつていくが、大学改革のひとつの柱として、「国際参加」プロ

ジェクトがあつたといえると思う。

社会に対 して広 くアピールしていけるプロジエクトであるから、その地道な継続的活動

に期待したい。

天理大学 文学部長  仁尾 雅信

「人を救けるのやで」。天理教教組中山みき様は、親神様のご守護に感激しお礼の方法を

尋ねた信者にこう語られた (『稿本天理教教祖伝逸話篇』100)。 本学の建学の精神の根本は、

このお言葉の実践教育にあると私は考えている。

地域文化研究センターが行なつている国際参加プロジェクトは、この教祖のお言葉の具

現化に向け「他者への献身」を合い言葉に、教学協働のプログラムとして企画実践されて

いる。「救ける」行為には宗教性の心の涵養が必須であり、「人」救けの拠点を国外に置く

場合には国際性が不可欠である。宗教性と国際性の両者が統括された実践教育の場がこの

本プログラムであるといえよう。

本プログラムの実践がいかに参加学生たちを心底から変えたか、それは、この『報告書』

に書かれた学生たちの文字を一文字ずつ追うことにより確認される。教室の授業とはひと

味違う、学生を教育により変貌させる大切な要素を読み取ることができる。

「国際参加」プロジエクトのこの着実なあゆみこそ、来春創立 80周年を迎える本学が

更なる飛躍を遂げるための基盤となる。
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子供達からの手紙やプレゼン ト
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発表会のプログラム

ヽ

　

＼尋

頭文字をとると、SALAMAT(あ りがとう)になる _54-



感謝状

マラバニャス小学校から本学生徒ヘ

RcPubliC Of thc Philippines

Depanment OfEdwadon
Reぼon Ⅲ

Division ofCity Schools

West DisHct
MALABANIAS ELEMENTARY SCH00L

Angeles City

CERTIFICAT PPRECIAT10N

刀留
“
∫′9-

σ力′
“
テ々古r θ/パ留叫,2θ%

妍ど物

"♂

∫

RONQ【テILLO
Principal

寄付して下さつた皆様
ヘ

餓
|′

杵さ
'vの

思い出の品であるりIB―ター、スポーツ用品な

寄付 t″
‐
てしヽただき心より感謝止′ておりますぃ

私たちも給一杯の努力をし、フィリピンの子どt,たち

に喜 A′でもらえるように頑零長つて来よす。

い■,‐ RヽI的 テヽ1l lli tt PP:1:lWI■ ド.lⅢ l iぃ いヽ スIutメ、/.II上 I土ド1 11lhtt A:1'｀ /'メ 111/:Aヽ ('ア li‐
1'Ijれ  中,ア

要

ヽ

と
lf″

A

●

こ・ j

うヽ
Ｗ

．
　

４

本当にありがとうございました。

`!葛
生i

天理大学
国際参力fIプロジェクト
参加メンパー ー同

百■ :

=1算
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2004年 10月 18日『奈良新聞』

天理大学生 12人

す

t
国際参加プロジェクトでフィリピンヘ

天電 大学 の地 域 化 セ ン女 ―力!主他す る第 4回 「国 際 参 加 プ ロジ ェク ト」 に よ り、我 々天 理大 学
生 12人 、引率 故 員 3人は、 8月 4-16日 の 日程 て フ ィリど ン共 和 国 のル ソン島 を防 間 し、 さ まざ ま
な 活動 を 2週関実 行 して きた。 我 々は、 国際今 江lを通 じて 「人 間 とは何 か 」 とい うこ とを学 ム機 会
を与 え られ たの で あ る。参加 学生 12人の 多 畑 した動機 につ い ては さ まざ まな もの力tあ つたが 、 この
プ ロジ ェク トに参江lする tiと て学生 皆が「人 間 とは何 か 」とい うこ とを考 え、低動 に移 し、 そ して ま
た考 え るのてあ った。我 々は この目 て もが き苦 しみなが ら本 当 に素 隔 ら しい体験が て きたの である。

こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
天

運
大
学
の
建
学
の
精
神
て
あ

る
、
国
際
性
と
他
者
へ
の
献
身

‥

ヽ
婆

化
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
て

あ
る
井
上
昭
夫
先
生
が
三
年
Ы

に
や
り
り
ん
、
今
回
と
四
口
目

は
手
が
回
っ
て
い
な
い
。
そ
こ

に
注
目
を
し
、
今
回
の
活
動
と

な

っ
た
の
て
あ
る
。

ソ
ゼ

フ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
の
指

導
は

一
週
間
を
か
け
て
、
年
前

に
四
、
五
年
生
の
児
童
約
百
六

十
人
を
対
象
に
行
い
、
最
終
日

に
は
発
表
会
も
予
定
さ
れ
て
い

た
。
当
た
り
前
の
事
な
が
ら
、

約
百
六
十
人
の
生
雀
全
員
が
ソ

プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
に
態
れ
る

事
す
ら
初
め
て
な
の
て
あ
る
。

リ
コ
ー
ダ
ー
が
楽
語
と
い
う
事

十
島
う
●
い
な
い
握
３
っ
い
た

の
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
我
々
参
加
学
生
十

二
人
も
ま
た
、小
中
学
生
の
時
、

リ
コ
ー
ダ
ー
に
は
執
担
ｋ
き
た

も
の
の
指
導
者
の
立
場
に
な
る

の
は
初
め
て
の
体
険
て
あ
る
。

出
発
前
本
当
に
自
分
た
ち
が
り

コ
ー
ダ
ー
の
指
導
を
す
る
こ
と

が
て
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
不

安
視
す
る
生
徒
も
敦
多
く
存
在

し
た
。
そ
の
た
め
に
我
々
は
、

先
生
て
す
ら
苦
笑
い
を
浮
か
べ

る
ほ
ど
だ

っ
た
の
だ
か
ら
。
し

か
し
、
我
々
を
ま

っ
て
く
れ
た

の
が
ツ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を

手
に
し
た
時
の
子
供
た
ち
の
輝

い
た
目
て
あ

っ
た
。

初
日
々
懸
え
我
々
は
宿
舎
て

早
邁
辺
日
の
反
省
、
今
後
の
招

尊
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

招
導
す
る
に
当
た
り
我
々
は
、

二
班
に
分
か
を
ｋ
秋
室
を
回
り

指
導
を
行

っ
て
い
た
。そ
し
て
、

両
班
と
も
口
を
そ
う
え
て
思

っ

て
い
た
よ
り
も
て
き
て
い
な
い

と
の
と
で
あ

っ
た
。
一留
口
の
良

か

っ
た
点
、
悪
か

っ
た
点
を
あ

ら
た
め
て
把
担
し
、
二
日
目
の

編

岳

た

。

二
日
目
の
指
導
を
始
め
、
新

た
な
璧
が
我
々
を
悩
ま
せ
た
。

一
日
日
の
指
使
い
を
き
ち
ん
と

覚
危
て
お
り
、
見
事
な
ま
て
に

書
巌
雪
＆
啄
き
こ
左
手
山
狙
子
０
お

恐

、
ま

っ
寄

慢

い
急

れ
、
て
た
ら
め
に
吹
い
て
い
る

に

夙

兎

脅
壱

心

た
。
さ
怪

、

後
者
の
児
五
を
ど
の
よ
う
に
し

て
迫

干

と

冥

さ
せ

て
い
ど
かヽ

に
我
々
は
悩
ま
き
え
だ
。
し
か

し
、
そ
の
大
き
な
廷
ほ
扉
と
な

り
開
か
れ
て
い

っ
た
の
で
あ

る
。三

日
目

４

鷺

は
、
拍
慄

い
の

招
導
を

一
洒
り
語
え
曲
の
招
導

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
由
の

短
盟
に

函
Ｔ
て
指
を

ヱ
テ

使ヽ

い
こ
な
せ
ｔ
い
な
い
児
童
た
ち

騰
夭

丈
碁
喜
９
つ
う
か
、
我
々

は
不
安
を
題
じ
な
が
ら
由
の
招

導
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
最

初
は
、
全
員
て
曲
を
欧
い
リ
ズ

ム
歩覺
え
ｔ
Ｏ
っ
つ
こ
レふ
ら

憾

、
客

震

苫

よ
患

曲
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
て
き

た
ら
、
問
題
て
あ

っ
た
指
使
い

の
招
部
を
始
め
る
の
て
あ

っ
た

が
、
や
は
り
、
指
を
う
ま
く
使

い
こ
な
し
上
手
に
吹
く
児
二
と

そ
う
て
な
い
児
菫
は
出
て
く

る
。そ

ん
涯
西
，、
前
者
の
児
童
た

ち
が
後
者
の
児
三
た
ち
に
指
の

使
い
方
を
我
々
と

一
緒
に
な
り

指
導
し
て
く
れ
た
の
て
あ
る
。

我
々
は
感
動
を
覚
え
、
こ
の
子

た
ち
を
絶
対
に
曲
を
吹
け
る
よ

う
に
し
て
あ
げ
、
発
表
会
を
完

賦
さ
せ
た
い
と
強
く
思
っ
た
の

て
あ
る
。

四
日
目
も

一
緒
に
な

っ
て
指

導
し
て
く
れ
る
児
童
の
お
か
げ

て
ス
ム
ー
ズ
に
曲
を
指
導
す
る

こ
と
が
て
き
、
招
使
い
が
ぎ
こ

ち
な
か

っ
た
児
ユ
た
ち
も
め
き

め
き
と
上
連
し
て
い

っ
た
。
こ

の
田
子
て
あ
れ
ば
、
二
日
後
に

控
え
た
発
表
会
は
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
る
と
我
々
は
磁
信
て

ミ

。
発
表
会
を
前
日
に
控
え
た
五

日
目
は
、
リ

ハ
ー
サ
ル
と
い
う

こ
＞
」
で
発
表
会
会
場
て
あ
る
広

場
の
舞
合
に
立
ち
リ
コ
ー
ダ
ー

を
吹
く
こ
と
に
な

っ
た
。
初
め

〃し
リ
コ
ー
ダ
ー
で
子
供
と

一
体
こ

　
辻Ｋぺし、焔
配郎
渉
昇
騨
酔
芽

を
敬
え
る
。
前
回
ま
て
は
イ
ン

ド
を
防
問
し
、
図
書
館
な
ど
を

つ
く

っ
て
き
た
が
、
イ
ン
ド
て

の
活
動
を
前
□
К
完
箱
苓
＼

今
回
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
て
実
施
し

た
。フ

ィ
リ
ピ
ン
て
の
主
な
活
動

肉
害
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都

マ
ニ
ラ
の
北
百
六
十
争
ほ
ど
の

所
に
あ
る

一
九
九

一
年
の
ビ
ナ

ツ
ボ
火
山
被
災
地
の
ア
ン
ヘ
レ

ス
市
を
防
れ
、
同
市
の
公
立
小

学
校
の
マ
ラ
ペ
ニ
■
ス
小
学
校

を
訪
間
し
ツ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ

ー
の
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
を
持
つ
事
て
あ

っ
た
。
同
′‐、笠
房
ほ
妙
十
百
人
の
児

理

ι

派

拿

、
量

放
は
わ
す
か
二
十
室
程
度
。
政

用
の
手
が
桁
き
屈
か
な
い
た

め
、
横
合
に
は
躍
▼
フ
ス
が
な

く
、
壇
れ
た
ま
ま
の
建
物
も
あ

る
。
教
科
笹
に
で
に
っ
て
は
何

年
間
も
使
い
ま
わ
さ
れ
た
ホ
ロ

ポ
ロ
の
留
筵
晋
用し
ト
ビ
に。

こ

ξ

て
』
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
音

妻
孫
育
■
あ
担
預
曹
に

出
発
二
カ
月
前
か
ら
リ
コ
ー
ダ

ー
の
指
導
の
仕
方
や
児
〓
に
故

え
る
由
の
通
出
、
現
地
脳
て
あ

る
女
ガ

ロ
グ
経
の
勉
強
会
な

ど
、
研
停
■
翌

下
白
狸
電
行

い
フ
ィ
リ
ピ
ン
て
の
指
導
に
縮

え
た
。

ソ
ゼ

フ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
初

め
て
手
に
し
た
児
量
た
ち
は
、

初
め
は
戸
顧
い
の
表
槽
を
見
せ

た
も
の
の
、
と
子
，
【
味
を
示

し
て
く
れ
た
。
指
の
使
い
方
か

ら
僧
導
し
た
我
々
は
、
こ
こ
て

つ

り
た
め
て
無
Ｑ

否

孫

ら

新

た
に
有
を
生
み
出
す
こ
と
の
難

し
さ
を
痛
憩
し
た
。
思
っ
て
い

た
よ
り
も
児
二
た
ち
の
指
の
使

い
★
感
旨
こ
ち
一
ケ

、ヽ
王
て
し

て
い
た
内
害
を
大
幅
に
こ
な
せ

て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

四
年
生
は

「か

っ
こ
う
」
、

五
年
生
は

「
狙
者
の
行
遣
」
と

日
さ
ｔ
の
■
前
研
督
て
霞
豊
コ

る
曲
を
決
め
て
い
た
が
、
初
日

の
出
来
具
合
か
ら
本
当
に
曲
を

吹
け
る
と
こ
ろ
に
ま
て
上
追
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
て
き

る
の
だ
る
う
か
と
、
新
た
に
不

安
を
見
え
た
。
現
地
小
学
校
の

さ
れ
た
の
が
、
先
生
が
自
分
の

ア
ン
ヘ
レ
ス
市
で
の
交
証
全

は毛

毒

写

Ｐ

争
計

象

騨

て
な

か

だ

長

彊

か
、

よ
う
に
扱

っ
て
く
れ
た
。
ホ
ー

算
台
上
ｋ
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
秦
て
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
　
ム
ス
テ
イ
に
よ

っ
て
、
体
当
た

見
て
い
た
担
任
の
先
生
が
湧
夢
一　
り
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
口
を

流
し
て
い
る
の
て
あ
る
。
初
日
　
騒
じ
る
Ｃ
と
が
て
き
た
。

苦
笑
い
を
浮
か
べ
て
い
た
の
に
　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
て
は
そ
れ
が
自

て
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
来
て

分
の
を
と
ゲ
＞
よ
っ、
近
所
の

本
当
に
良
か

っ
た
。
こ
の
子
た

家
に
出
向
き
く
つ
ろ
い
て
い
る

ち
に
会
え
て
本
当
に
良
か

っ

姿
を
よ
く
見
る
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
各
家
庭
て
ホ
ス
ト
フ
ァ

た
。
そ
う
屈
え
る
瞬
四
で
あ

っ

ミ
ー，
可
て
な
い
近
所
の
人
々
ま

た
。発

表
会
て
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー

て
も
が
我
々
を
歓
迎
し
て
く
れ

潤
晏
の
他
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
伝

た
。
人
間
関
係
が
希
薄
に
な

っ

航
両
な
踊
り
、
低
学
年
生
や
先

た
日
本
て
よ
く
さ
さ
や
か
れ

生
方
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
楽
し

る
、
古
き
よ
き
時
代
の
日
本
と

い
時
閥
を
過
Ｌ
し
た
。
リ
コ
ー

ぃ
ぅ
も
の
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う

ダ
ー
演
要
に
い
た

っ
て
は
、
ア

な
気
が
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
て
ま
す
我
々

ン
コ
ー
ル
を
要
求
さ
れ
る
ほ
ど

に
ま
て
好
暖
で
あ

っ
た
。
濱
奏

を
戸
顧
わ
せ
た
の
が
、
ト
イ
レ

が
終
わ
る
と
成
功
し
た
こ
と
へ

て
ぁ

っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
て
は

の
悪
動
と
劇
五
が
括
π
寛
琶
啄す

用
を
た
し
た
後
紙
て
ふ
く
と
い

る
児
Ｈ
が
改
多
く
お
り
、
我
々

⊇ヽ
習
慣
が
あ
ま
り
な
か

っ
た
。

も
涙
を
流
さ
す
に
は
い
ら
れ
な

手
と
水
を
使
い
洗
い
流
す
の
て

あ
る
。
各
自
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
ー

か

っ
た
。

パ
ー
を
縛
今
し
て
い
た
。
し
か

Ｈ
跳
び
や
ス
ポ
ー
ツ
、
折
り
紙

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
客
と
●
り

ゝ
Ｆ
乃
Ｖ
Ｖ
■
　
　
　
ィ
リ
ピ
ン
流
の
処
理
の
仕
方
て

は
数
多
く
い
る
し
、

ツ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
指
導

の
他
に
三
、
大
年
生
を
対
象
に

在
と
で
交
流
茅
再

っ
た
。任
ド
ト、

折
り
紙
は
好
扉
て
出
や
風
舶
、

か
ホ
と
な
ど
を
喜
ん
で
作

っ
て

Ｌ
た
。
日
本
穐
区
●
“
箋
電
上

く
れ
た
。
こ
こ
で
我
々
が
澪
か

認
鹸
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ

及

島

莞

あ

宗

蓑

に
違
亀
て
来
て
お
り
、
私
の
子

楚

も
楯

騒

患

そ

電

て
く
れ
と
畏
業
に
参
加
さ
せ
て

い
た
の
で
ぷＸ
〕。
日
巷
巖

考

え
ら
れ
な
い
こ
の
状
況
に
我
々

は
戸
高
い
な
が
ら
も
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
人
柄
と
い
う
も
の
を
顧

た
。
そ
４
聖
自
分
の
蒙
の
Ш
ｋ

市
場
の
状
態
は
ひ
と
い
も
の
て

茫

食

纂

比

。

ア
ン
ヘ
レ
ス
竜
ｔ
②
重
卍
に

遭

理

瑚

を
盟

督

ｇ

、

先
を
ろ
、
四
―
八
日
の
四
日
間

守

患

ｇ

吾

基

添

首
都
マ
一一ラ
か
ら
約
三
十
，
ほ

起
こ

っ
た
。
今
度
の
席
き
は
と

さ
ｒ

虎

だ

。

ど
の
所
に
あ
る
サ
ン
タ
ロ
サ
市

て
水
―
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し

た
。
清
補
空
票
そ
暑
К

た
。
真
■
ア
ジ
ア
系
の
日
そ
の
地
の
小
学
生
た
ち
加
、

六
―
ム
ス
テ
イ
は
ズ
理
大
学
て

持
今
し
た
こ
み
喪
哲
訂
年
し
、

は
初
め
て
の
試
み
て
あ

っ
た

重
催

だ

縮

し
青

て
も
喜
ば
し
い
も
の
て
あ

っ

ユ
ー
ス
サ
ー
ク
ル
Ｑ
な
ら

国際文化学部ヨーロッパ B

アメリカ学科英米コース 1年 井上 雅之

っ
た
。

早

夢

黒

、
日
套

巴

巌

遂

旨

奮

鮮

あ

握

雰

客

あ

て
密

。
呆

に
お
れ
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
ハ

ま
り
肋
れ
る
機
会
の
な
い

用
を
た
す
学
生
も
い
た
。
曽
が

べ
て
代
る
パ
ナ
ナ
ほ
フ
ィ
リ
ピ

曽
、
自
分
た
ち
の
方
法
て
フ
ィ

ン
専
ｔ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
走
る

リ
ピ
ン
と
い
う
国
を
悪
じ
て
い

車
は
日
本
琶
、
＞
」
ｔ
も
一舞
近
な

た
の
て
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
田
な
の
は
磁
か
な
の
て
あ
る
“

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
中
我
々
　
　
一
音
前
、
憮
国
を
近
く
て
還

は
同
市
の
市
場
の
清
掃
活
動
を

い
日
と
い

っ
て
い
た
が
、
フ
ィ

に
造
て
る
事
は
思
し
き
こ
と
と

だ
ろ
う
か
。
い
や
、
フ

ピ
ン
て
は
そ
う
て
は
な
か

っ

改
多
く
あ
る
だ
ろ
う
。

も
平
蛹
ｋ
こ
み
ぞ
増
一昇
？
」
い

を
ど
う
思
っ

う

″
属
し
至
看
フ
ル
”
が
で
き

て
も
気
に
す
る
の
に
、

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
舌

フ
ル

主
黒
拓
峯
か
た
５
鳳

っ
て
い
る

が
て
き
て
い
る
せ
い
も
あ
り
、　
か
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
。
そ

我
々
は
驚
愕

（
き
ょ
う
が
く
）

〓サ
ヽゝ
■
還
い
日
を
つ
く
る
の
て

は
な
い
か
と
承
は
、
弦
Ц
許
ば

あ
る
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
て
事
ら

庄妊
ば
ら
の
行
動
に
愚
動
し
、

ら

れ

フ

走

っ
て

れ
る
こ
と
を
風
う
の
て
あ

っ

た
。早

ξ

、
裏

実

著

防
間
す
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
訣
な

一器
撃
持
っ
た
。
一下
に
曝
ゆ

ず
フ
う
国
に
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
い

た
。

働
き
た
い
。

に
と
て
も
興
味
を
持

っ
て

る
。
そ
し
て
、
フ
ィ

‐
し

、

-56-
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天

１

回

目

の

今

回

は
、

―
や
折
り
紙

、
ス
ポ
ー
ツ
な
と
を

↓
口
”
Ｈ
Ｘ

（
呵
ｏ
口
Ｈ

く
ｏ
協
【営
　
“
Ｒ

ｏ
■

ｏ
「

卜

岬
お

”
弾
コ
『
じ

句
８
」
８

＝
、Ｒ

と
称
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の

ル
ツ
ン
島
で
、
８
月
１
日
か
ら
聘

日
ま
で
の
１９
日
間
、
学
生
１２
名
と

引
車
者
３
名

（
渾
山
利
広
地
域
支

化
研
究
セ
ン
ケ
ー
駒
泳
楔
、
金
平

昭
お
や
さ
と
研
究
所
駒
執
授
、
許

前
半
の
ラ

ク
ー
ナ

州
サ

ン
独

ロ

―
サ
屯
Ｒ
区
、
ホ
ー
ム
丞
ア

暫

ア
ィ
７
岳
出
聖
マ
、

パ
ン
ガ
州
ノ

ン

ヘ
レ

ス
市
て
哄

画
を
お

借
り
し
お
礼
中
し
上
げ
た

今
後

、
引
き
脱
き
本
学
と
天

瑠

畝
が
長
年
増

っ
て
と
た
国
臓
的
な

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
を
活
か
し

、
「
他

著

へ
の
献
夷
」
を
実
出
す
る
よ
り

よ

い

損

会

作

り

に

勇

め
た

い
。

（
助
孜
投

　
渾
凶
利
広
）

〇
●
加
学
生

の
声

日
主
的
な
勉
強
金
を
合
け
的
２０

回
の
研
修
な
ど

、
現
地
て

の
簡
動

い
、
出
発
の
日

を
迎
え
た
。

サ

ン
方

ロ
ー
サ
市
て
は
、
フ

ィ

生
て
Ｂ
し
る

こ
と
が

出
来
た
。
フ

イ
リ
ピ

ン
の
人

々
は
、
自
分
の
ま

の
前
て

も
早
気
て
ゴ
ミ

々
鎗
一Ｌ
ｋ

マ
ラ
パ

ニ

ヤ

ン

，

日
Ｉ

ザ

ｔ

の
支

】

ｎ

ｔ

国
際
参
加
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

指
導
し
た

。
ｍ
晩
半
そ
れ
ぞ
れ
の

燎
鮮
日

に
は
ホ

ス
ト

フ

ァ

や
小
学
叡

の
先
生
方

、
子
供
た
ち

と
瞑
を
流
し

て
別
れ
を
憎
し
む
姿

も
暴

Ｐ

世

卜。

出
発
前
に

は
タ
ガ

ロ
ク
脳
と
リ

コ
ー

ダ

ー

故

観

法

を
学

ホ

と

共

に
、
事
削
単
偏

を
行

っ
た
。
学
内

外

の
方

々
の

こ
厚
意
て
、
リ

コ
ー

ダ
１
３
６
０
本

、
サ

ッ
カ
ー
ホ
ー

発
表
会
像
に
は

、
別
れ

見
ら
れ
、
と
て
も
感
駒
的
な
旅
と

か

っ
こ
う
」
「
理
者

の

を
大
勢
の
観
客
の
前
て
披

た
。
（欧
米
―

井
上
坐
し

の
静
加

は
４
度

目
，

ェ
ク
ト

に
多
加
し

、

っ
た

。

ま
た

、
イ
ン
ド
や
フ

ィ
リ
ピ
ン

確認間再中
′

４

，切な

恵

大

そ

し
て

現
地
の

「
国
際
多

加
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

ヘ

こ
の
祇

「
他
者

へ
の
献
身
」
と
い
う

リ
ピ
ン
の
こ
く

一

人

の
た
め
に
息
く

す
こ
と
は

、

私
た
ち
か
行
っ
た
巾
増
付

改
め
て
案
層
し
た
。

加
し

た

子
供
た

ち
か

、
訳

曽
し
て

く
れ

る
こ
と
を
願
う
。

マ

フ
パ

一
一
ャ
ス
小
学
校
の
子
ど

も
た

ち
は
リ

コ
ー
ダ
ー
は
初
め
て

て

、
リ

ズ
ム
を
光

を

Ｋ
も
ら
う
た

け
て
も

一
苦
労

て
あ

っ
た
が

、
悪

服
絡
日
の
発

言
第
や
文
化
、
宗
改

、
田
を

兄
第
姉
味
て
あ
る

こ
と
を
英

臓
し

ヽ

そ
し
て

、
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ィ
ア
に
，

（
宗
傲
４
　
西
日
Ｘ
野
輌
）

憔

合
箕

ｇ

吾

聖

淘

ヽ

，
曇
巧
て
い
う
フ
Ч
，
ビ
ン

今
回
の
国
際
参
加
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
私
は
入
院
す
る
羽
日
に
な

っ

て
し
ま

っ
た
。
残
念
な
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
う
何
度
葛
Ｓ
躊
〒
】き
る

も
の
て
も
無
い
。
入
院
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

朝
、
体
関
が
良
く
な
か

っ
た
私
は
車
て
腐
院
に
向
か
っ
た
。
移
動

中
も
体
田
は
思
く
な
る

一
方
て
、
歩
く
の
も
や

っ
と
だ

っ
た
。
病
院

の
緊
急
峯
く
は
体
に
何
力
所
も
針
を
剤
さ
れ
、
体
は
霞
え
続
け
た
。

日
本
て
も
あ
ま
り
入
院
を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
私
は
そ
の
時
、
冗

改
て
は
な
く
本
当
に
死
に
た
い
と
思

っ
た
。

「
こ
の
状
態
を
い
つ
ま

で
続
け
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
…
」

た
だ
、
同
時
に
長
期
入
院
を
余
と
な
く
さ
れ
て
い
る
患
者
な
ど
の

相
神
状
担
を
ほ
ん
の
わ
ず
か
知
る
こ
と
か
て
き
た
気
が
し
た
。
死
を

□
単
に
な
瞭
す
る
自
分
の
甘
さ
に
気
づ
き
、
な
ん
と
か
立
ち
巨
る
こ

と
が
て
き
た
。
日
本
に
い
た
の
な
ら
言
葉
が
通
じ
る
し
、
日
本
に
い

る
と
い
う
安
心
層
が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
不
慣
れ
な
環
境
下

だ

つ
た
か
ら
こ
そ
愚
じ
る
こ
と
が
て
き
た
の
て
は
な
い
か
と
思
う
。

個
峯
に
移
駒
し
た
私
は
三
九
Ｃ
以
上
の
磁
が
続
い
た
。
そ
ん
な
恩

者
の
場
合
、
医
者
は
晋
湘
ど
つ
す
る
だ
ろ
う
か
？
　
日
本
な
ら

「体

日
は
い
か
が
で
す
か
？
」
と
か

「
お
大
手
に
」
と
日

っ
て
番
目
を
出

て
行
く
＞
笙
思
う
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
医
者
は
違
う
。

Ｆ
Ｅ

ほ

ど

？

」

て
攀

貢

あ

は
同
卜■

か

、

「
ど
こ
な

り
来

た
の
？
」

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
齢
藤
撮
喜
長
Ｔ
Ｌ

「彼
女
は
い
る
の
か
？
」

●

氏

彊

ｇ

え

う

Ｂ

蔭

【

　

し
Ｏ

ｋ

濶
刃

に

爆

勇

ペ

ζ

き

…

三

が
、

Ｔ

命

件

い

？

ュ

君

の

も
涙
て
顔
を
く
し
，
ぐ
し
ゃ
に

学
藤
響
真
苫
め
ヽ

力
に
む
盈
ｉ
卍
里
鳩

ち
，
ん

こ

換

量

霧

負

§

一
■
例
小
酉

一ユ
子
る
に
子
八
る
。
一堡
【
ヮ
な
か
ｆ
鳴

爆
狸
Ｅ
Ｆ
あ

周

ュ
ニ
♭
―
シ

子
へ
の
帽
部
て
忙
し
い
の
て
、
　
り
か
ら
寵
れ
よ
う
と
し
な
か
っ

っ
あ
え
て
避
息
は
し
な
か
っ
た

た
が
、
次
第
に
競
６
融
σ
に
な

り
、
学
生
は
ホ
テ
ル
に
向
か
っ

ヽ

自
ａ
嶺
要
■
Ｆ
え

せ
て
、
み
ん
な
ｔｒ
や
つ
て
も
ら

秋

う
形
た

っ
た
卜
七
隔
す
。

は
「か
っ
こ
う
卜
、
要
を
直

滋
い
と
う
＼
何
レも
り
え

推
将
翼
呼
錢
離
礎
群
蟷
相
鉾
ｒ

撮

横

を

は

る
う

に

母

囲

盪

Ｅ

霞

無

」
な
シ
】
と

ン
忽

．
咎

柱
つ
髯

事
往
岳
忌
窒
日
と
喜
気
げ
子
Ｒ
軽
舗
ど

担
協
Ｆ
噴
営
轍
辞
協
る

て
西
欄
ｒ
К
て
ま
る
よ
う
に
瓶

つ
ら
せ
る
Ｒ
襦
ｈ
レ。
「す
と
く
加
Ａ
そ
れ
に
伴
ち
天
Ｍ
周
【士
の

を
と
て
ス
ィ
／
に
老
Ｋ
「見

”硲
卜
して
る
４
ケ
説
Ｔ
浮
が
ぃ
交
耐
Ｉ
い
っ新
た
な
掻
受
密
几

て
く
れ
」
と
い
う
よ
ぅ
に
涵
轟
〔
無
理
も
涯
（
ち
た
。
児
童
Ｅ
と

一暉
す
こ
と
が
て
寿
再
特

し
て
み
手
祥
Ｌ

〕狂

装

置

堡

も

置
察

整

ぢ

．

秦
指
導
を
支
援

が
、
気
に
は
な

っ
て
い
た
。

再

　　「こ

Ｂ忽
樹
め
亮
表
角
ど
〕
π
工
な
か
ぞ
に
昭
気
心
ど
瀬
レ
Ｌ、

な
ノ
拝
笠
」
。
ま
た
、
ち
ょ
う
と
そ
の
こ
る
は
Ｚ

ア
ネ
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク

の
柔
道
が
行
わ
■
イて
い
た
の
て
、
彼
は

「
ノ
ム
ラ
」

「タ
ム
ラ
」
な

ど
、
知

っ
て
い
る
名
詢
を
目

っ
た
り
も
し
て
い
た
。
と
に
か
く
こ
っ

ち
の
体
関
は
お
相
い
な
し
に
皓
し
て
く
る
。
仕
事
は
い
い
の
か
？

と
出
き
た
く
な
る
く
ら
い
だ
。

結
局
、
そ
の
医
者
は
三
十
分
問
承
の
病
室
に
い
た
。
特
に
何
を
し

に
来
た
わ
け
て
も
な
か

っ
た
。
人
に
よ

っ
て
は
Ｌ
が
る
こ
と
か
も
し

れ
な
い
が
、
私
に
と

っ
て
Ｃ
の
接
し
方
は
と
て
も
う
れ
し
●
も
の
だ

っ
た
。
興
国
の
地
て
調
望
に
い
る
の
は
と
て
も
不
安
だ
。
そ
ん
な
円

に
い
ろ
た

饉

を

レ

歩

鳥

）？

工

饗

お

↑
長

ミ

亀

卜

≦

い
、

気
が
付
け
ば
少
し
薬
に
な

っ
て
い
た
り
す
る
の
だ
。
医
者
と
患
者
と

い
う
立
り
で
は
な
く
、
衷
逸
騒
増
ｋ
向
き
合

っ
て
く
丸
る
後
の
姿
勢

に
温
か
さ
を
愚
じ
、
病
気
を
泊
す
と
い
う
の
は
業
を
投
与
す
れ
ば
い

い
の
て
は
な
い
と
も
思
っ
た
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
て
の
入
院
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
た
ち
と
柿
良
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
に
げ
て
喜
ミ

ロ
車
ド

に
な
～

ヽ
れ
た
使
岡
の
あ

り
か
た
さ
や
、
病
気
も
せ
ず
に
毎
日
を
過
と
し
て
い
る
今
の
自
分
の

」３
重
狙
葛
Ｔ
と
ｋ
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
盟
す
る
瘤
会
を
与

を
手
＆
挫
に
。
■合
枠
の
た
め
に
リ
コ
ー
ダ
ー
損
穏
に
ｇ
密
万
ゝ
Ｔか

わ
れ
な
か

っ
た
が
、
こ
の
経
験
が
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
る
の

は
間
違
い
な
く
、
将
来
、何
か
の
時
に
生
か
さ
れ
る
と
思

っ
て
い
る
。

っ
学ゝ

序写
蓄
８
と
卍
ね
ｔ
の
濱

二Ｌ

そ
う

嵌

ゝ

島

低

を

つ

咀
壬
ｓ
ｅ
Ｆ
Ч

習
村
さ
ん
が

見
や
負

そ
れ
К
ゴ
あ
ク
フ

比
の
未
来
築
く
子
供
た
ち
支
援

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
改
育
援
助
の
た
め
奈
一塁
県
の
天

理
大
助
敬
授
、
澤
山
利
広
さ
ん
（
３０
）＝
写
真

・
照

Ы
列
中
央
＝
と
、
同
大
学
の
学
生
ら
お
人
が
九
一ン

ン
島
中
部

・
ア
ン

ヘ
レ
ス
市
の

マ
ラ
バ
ニ
■
ス
小

学
校
を
防
間
し
た
。

同
市
に
は
福
東
最
大
の
ク
ラ
１
２
益
空
軍
工
ｍ

が
ぁ

っ
た
。
９‐
年
の
ビ
ナ
ツ
ポ
火
山
噴
火
で
述
地

が
壊
減
的
な
被
曽
を
受
け
、
米
軍
が
撤
追
す
る
ン
ｋ

苫
地
に
依
存
し
て
い
た
市
の
経
済
ほ
ど
ん
Ｌ
に
暦

ち
た
。

「
τ
フ
バ
ニ
■
ス
小
学
校
は
予
算
不
足
の

た
め
、
１
１
０
０
人
の
児
Ｈ
に
対
し
、
敬
室
敵
ｌｉｋ

ゎ
ず
か
２０
室
程
度
。
音
楽
な
ど
の
情
操
教
育
に
は

手
が
回

っ
て
い
な
い
」

か
つ
て
昼
Ｅ
墨
戸
屋
市
の
国
際
烹
亜
甲
安
の
磯

員
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
教
育
支
援
に
携
わ

っ

た
軽
験
を
持
つ
渾
山
さ
ん
は
、
現
地
の
Ｎ
０
０
（非

吹
府
色
盛
９

を
週
し
て
、
ア
ン

ヘ
レ
ス
市
の
教
育

の
窮
状
を
知

っ
汁
「

翌
と
す
二

笛
Ｆ
』
樫
薗

「り

「

―
ダ
ー
」
の
魂
ｍ
石
題
＞
拝
中回
し
、
７
泊
８
日
の

日
程
で
、
約
１
０
０
人
の
児
■
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

民
躙
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
の
演
要
を
球
え
た
。

「厳
し
い
環
境
の
中
で
も
、
音
楽
を
学
ぷ
子
件

た
ち
の
目
は
輝
い
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
共
ヤ

を
葉
く
敬
膏
支
援
を
今
後
も
院
け
て
い
き
た
い
」

と
田
り
、
ア
ン

ヘ
レ
ス
市
で
の
初
の
支
観
活
動
ｒ

一三
層
え
を
恵
し
て
い
た
。
　

　

　

【大
渾
文
題
ロ

立落
黒
ｔ
確
裳
二

式

目
を
買

っ
沐
に
、
は
ら
し
て
つ

い
て
と
た
と
り
っ
。

体育学部体育学引スポーツ学コース

3年 高木 宏明

2004年 8月 16日『毎日新聞』
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2004年 ■月 26日『天理教国際たすけあいネット』

学「国際釜)プロジェ

イ の子供達と心
第 4回 ジェクト」(天理大学地域文

化研究センター主催)が、 8月 4日 から 13日 間の
日程で行われた。本年は教員や学生 15名が参加し、
フィリピン・ ピナツポ火山噴火被災地の小学校で、

リコーダー指導を通じて教育支援活動を行つた。

今回の特徴の一つは、東本サンタ百サ出張所 (代

表 :上田和興氏)の協力を得て行われたホームステイ。

同出張所はこの受け入れのため、現地教信者や地域

の人々と相談し、協力を求めると共に、学生のため

に「安全対策などの注意事項」、「ホームステイ家族

写真」、受け入れ側のために「受け入れ準備事項」な

どを作成し、入念な準備を行った。

フィリピン人のホスピタリティのお陰もあり、学

生はホームステイ家族に非常に上手く溶け込み、互

いの親支を深め合った。その他、市長表敬訪間、職

業訓練校との交流、ひのきしんなどを行い、短期滞

在にもかかわらず貴重な経験を積むことができた。

フィリピンの子供達によるリコーダー演奏発表会

地域、布教拠点、大学の相互理解と協力に より

行われたこの活動は、天理大学が掲げる「教学協働」

の精神が具現化された一つの姿といえる。

参加者の感想

感動の 2週間でした。今回一番の目的はリコーダーの指導であり、最後の発表会で子供達が緊張しなが
ら演奏していた光景は、今でも強く心の中に残っています。フィリピンの人々と接する中で得たことや、

感じたことはこれからの自分の人生に大きな意味をもってくると確信しています。またホームステイ体験

の中で、フィリピンの日常生活を肌で感じることができました。そのような中、改めて強く気づかされた

ことは、物を大切にするということでした。私が泊まった家では、シャヮーがなく体を洗う時も井戸から

水を汲んで洗っていました。家族の人達も水を大切に使っていました。普段、物が溢れて、新しい物が次々

と生み出されている社会の中で生きている自分にとって、慎むという言葉の意味を体で感じることができ

ました。それは本来人間が人間として、いつも心に留めておかねばならないことであり、また忘れがちな
ことでもあると思いました。(天理大学 ヨーロッパ・アメリカ学科 英語コース 坂上典明)
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2004年 9月 23日 に大阪国際交流センターで開催された『英語スピーチコンテスト』で仙波佐知子さん

が大阪・シカゴ協会長賞を受賞した際の原稿です。

“SALAMAT"
Semba Sachiko Tcnri University

Emcrson,Rommal,Kettie,Edren,and Jamcs.… .Thcse arc thc names of he children I
mct in Philippines and l can still see their radiant iook in my eycs and l can still hear

theirlaughtcr in my ears.

During this summcr vacation,I took in“ thc intemational participation prttcCt''
organizcd by my college,Ten五 Univcrsity.The content of thc prtteCt Was to teach
Filipinas pupils how to play recordcrs,bccause they havc allnost no opportunities for

taking rnusic classcs.

Tcaching school,this was not bcforc in my lifc.At irst l felt ncⅣ ous bcfore pupils,

but when the class was ovcr, I always fclt accoコ nplishmcnt, and l was happy to hcar

children say thank you for us, Evcryday whcn wc walked in thc school)cvcry child
s■lilcd to us,called our names and greeted us cheerfully.

As thc classes are procccding,not good at English but active students bccamc to play

ilnportant rolls.To sec thcnl,I rcalizcd again that our attitude,pcrsonality and our own

charms arc much more important than language skill in pcoplc― to―peoplc cxchangeo For

cxamplc,when children were so keen on playing rccordcrs and didn't listcn to us, a

scnior student made childrcn hold rccordcrs likc this and began to sing and dancc.Hc

was putting rcal communication in practice.In othcr tilncs,during a brcak,whilc l was

having a chat with scveral kids, he was showing Japancse “IIige dancc'夕 . Many kids

wcrc following him and wcrc dancing togcthcr,Thcy were rcally cttoycd Onc another
without conversation.

Having said that,I apprcciated that l had a littlc English speaking skillo Sincc English

was foreign ianguagc for both of us,wc rcally cttoyed talking without any hcsitation.

Also l was able to and lny rollin rny group,helping thcnl contact with local pcoplc.

Thc last day was pupils'recorder recital.Somc class did very wcll and othcrs didn't.

Whcn thc very last goodbye was coming,sevcral kids came to mc and gavc mc lcttcrs.

They said thcy misscd mc. Thcy wcrc thc kids l oftcn talked with and l havc
remembcrcd all thcir namcs, Sccing thcir tears kecp filling their cycs, I fclt l madc a

communication of hcart、 vith hcart,too,though l was not such a big whccl.I rccallcd

somconc said to me,“ There must be your secrct adHlirer,too."So laughter wells up in

me.
Philippincs is a cheerful,jesting and easygoing country.But it has lnany problcms,

also,for example,financial poverty.A teachcr l met at the clcmcntary school was an

educatcd,kind and nicc person.Howcvcr,his salary is cheaper than my allowancc from

my part time job.Comparing his acadcmic skill and his pcrsonality with thosc of minc,

thc gap of paymentis rcany strangC.Is thcrc anything l can do for the problcm?

Lcarning from co■llnunication in Philippines,I'd like to bc honest to people and my

OW■ feeling and I、 vantto bccamc opcn― ■五ndcd person.SALAMAT rneansthank you in
tagalong. I want to say Salamat to kids who directly cxprcssed their fcclings, to all

pcople l mct in Philippincs,to my fricnds who carricd on this prttCCt tOgcthcr,and

teachers who lct us. I lcarned too many things to dcscribe in words. Thank you very

much!To dcvelop my cxpcricnce,to know more about Philippines and to scc thc kids

and their tcachcrs,I will go back to Philippines again in near futurc.

主催 :大阪・サンフランシスコ姉妹都市協会、大阪・メルポルン姉妹都市協会、大阪・シカゴ協会
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S△LAhIAT

エマソン、ロマール、ケンジ、エ ドレンにジェイムズ
。・・彼らはみんな私がフイリ

ピンで出合つた子供達です。今でも、彼らの輝く姿が彼らの笑い声と一緒に目に浮かびま

す。

この夏休みに私は、天理大学が企画した「国際参加プロジェクト」に参加しました。プ

ロジェクトの内容はフイリピンの小学生にリコーダーを指導するというものです。という

のも、現地の小学校では音楽の授業が行き届いていないからです。

私にとって先生になるのは初めての経験で最初は緊張しました。でも、終わつた後に

いつも達成感や充実感を味わいました。授業の後には子供達、皆がありがとうと言つてく

れて嬉しかつたです。毎日、私たちが校内を歩くと、どの子も私達に笑いかけ、名前をよ

んでくれて、元気にあいさつしてくれました。

授業が進むにつれて、英語は苦手でも人前で何かすることが得意な生徒が中心に授業

を進めるようになりました。彼らをみて、人とのコミュニケーションにおいて、語学力よ

りその人の態度や性格や魅力のほうがずつと重要なんだと改めて実感しました。例えば、

子供達が笛を吹くのに夢中でなかなか話を聞いてくれなかつたとき、ある先輩は笛を生徒

にこんな風に持たせて、彼自身が歌つて踊つて子供達の注意をひきました。彼は本当の意

味での交流を実践していました。また、ある休み時間中、私はそのへんの子供達を集めて、

たわいも無い話をしていましたが、その先輩はひげダンスを踊つていました。たくさんの

子供達がそれに続き、一緒に踊つて、わらつて心から楽しそうでした。

そうは言つても、英語を勉強していてよかつたと思つています。英語はお互いにとつて

外国語であつたので、間違いを気にすることなく、会話を心から楽しむことができました。

また、現地の人と連絡をとるなど、グループの中で、自分の役割を見つけることができま

した。

最後の日は発表会でした。結果は思つた以上にすばらしいクラスがあったり、できなか

ったクラスがあつたり。本当のお別れの時がきたとき、何人かの子供達が私のところへ来

て、私がいなくなると寂しいと手紙をくれました。彼らは休み時間によく私と話をしてい

た子供達で、名前もすつかり覚えていた子供達でした。目に涙をいつぱいためた彼らをみ

て、先輩のような人気者ではなかつたけれど、自分も心の交流ができたと感じました。前

に、誰かが「仙波さんにも隠れファンがおるつて」と言つていたのを思い出し、笑いがこ

み上げてきました。

フィリピンは、明るくて、冗談好きで、大らかな国です。しかし、問題もたくさん抱え

ています。例えば、金銭的、貧しさ。小学校で仲良くなつた先生は、教養があつて、優 し

くて、親切なすばらしい人でした。でも、彼の一ケ月の給料は私が一ケ月バイトで稼 ぐよ

りも安いのです。彼の学力・人格と私のそれを比べて、その 賃金の格差を考えると、本
当に変な気持ちになります。私に何かできることがあるでしようか ?

フィリピンで経験した心の交流をいかして、私は人に対して、誠実であろうと思います。

そして自分の気持ちに素直でありたいです。SALAM△T(サラーマット)はタガログ語であ
りがとうという意味です。ストレー トに気持ちをぶつけてくれた、子供達、フイリピンで

出合つたすべての人たち、一緒にがんばつた天理大学のメンバー達、引率してくださつた

先生、私は言葉では言い切れないたくさんのことを学びました。SALAM▲T!

私は、自分がもつと成長するために、もつとフイリピンを知るために、あの子供達や

先生にまた会いに、フィリピンに必ず戻ります。
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帰国後、現地の小学校から学生に届いた e‐メール

Know what?Last October 18 we celebrated UNITED NATIONS DAЧ  the GRADE

FO【アR pup』s perforェxled playttg on the recorde■

They played medley,IT'S A SMALL WORLD,SILENtt NIGHq and others,We now

have new pttce to perfomo We teachers have regular practiに e day evett Friday ushg

the recorder,but at tmes we were quite busy with our teachhg schedules so Ⅱlissed

practice latett HOpe you could send IIle those pictures.¨

can you just send the】 m at ho]me?Regards to a■ yourとiends who had gone here in our

school...weire looking for7rard for your second coⅡ ling, Lope tt wont be that long中●

thanks.¨ take care.… unt工 next..

Miss u a■ guys.

<訳 >

去る 10月 18日、私たちは “Untted Nations Day''を 祝いました。その時、4年生の生

徒たちは “Iザs a Small World"や ``Silent Night'う など今、私達が練習している曲をメド
レ

ー演奏しました。私たちは、毎週金曜日にリコーダーの練習をしています。しかし、忙し

い日が続 くので予定通 り練習ができない時もあります。みなさんに一つだけお願いがあり

ます。それは、8月 の「国際参加プロジエクト」で皆さんに撮つて頂いた写真を送つて頂き

たいのです。私たちの学校に来てくださつた、すべての方によろしくお伝え下さい。また

皆さんとお会いできる日を心待ちにしております。その日が近いことを願つて
。・・。そ

れでは、お体を大切に !

ごきげんよう !

マラバニャス小学校職員代表
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